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(57)【要約】
【課題】本発明は、インクを噴射して印刷する印刷部を
設けつつ、分包紙の支持台等を設けることなく高品質な
印刷品質で分包紙への印刷が可能な薬剤分包装置の提供
を目的とした。
【解決手段】薬剤分包装置１０は、薬剤供給部２０と、
包装部３０と、分包紙搬送部４０と、印刷部６０とを有
する。印刷部６０は、下方に向けてインクを射出可能と
されたインク射出部６２を有する。分包紙搬送部４０の
搬送経路Ｔは、インクの射出方向に対して交差する方向
に分包紙Ｓを搬送する交差方向搬送部Ｔ１と、交差方向
搬送部Ｔ１に対して分包紙Ｓの搬送方向上流側及び下流
側において分包紙Ｓの搬送方向を変化させる第一搬送方
向切替部４６及び第二搬送方向切替部４８とを有する。
インク射出部６２は、交差方向搬送部Ｔ１に対して上方
に所定距離だけ離れた位置に配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処方にあわせて薬剤を供給可能な薬剤供給部と、
　前記薬剤供給部から供給された薬剤を分包する包装部と、
　前記包装部に向けて所定の搬送経路により分包紙を搬送する分包紙搬送部と、
　前記分包紙に所定の情報を印刷可能な印刷部とを有し、
　前記印刷部が、インクを射出可能とされたインク射出部を有し、
　前記搬送経路が、
　前記インクの射出方向に対して交差する方向に前記分包紙を搬送する交差方向搬送部と
、
　前記交差方向搬送部に対して前記分包紙の搬送方向上流側において前記分包紙の搬送方
向を変化させる第一搬送方向切替部と、
　前記交差方向搬送部に対して前記分包紙の搬送方向下流側において前記分包紙の搬送方
向を変化させる第二搬送方向切替部とを有し、
　前記交差方向搬送部に対して上方に所定距離だけ離れた位置に前記インク射出部が配置
されていることを特徴とする薬剤分包装置。
【請求項２】
　前記交差方向搬送部において前記分包紙に対して張力が作用するように前記分包紙を付
勢する付勢部を有することを特徴とする請求項１に記載の薬剤分包装置。
【請求項３】
　前記付勢部が、前記第一搬送方向切替部よりも搬送方向上流側に位置することを特徴と
する請求項２に記載の薬剤分包装置。
【請求項４】
　前記分包紙搬送部において前記分包紙に当接する搬送ローラを有し、
　前記搬送ローラが、前記分包紙の搬送方向と交差する方向に軸線方向が向くように配置
されており、軸線方向中間部の外径が両端部の外径よりも小さいことを特徴とする請求項
１～３のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項５】
　前記インク射出部が、前記分包紙搬送部による前記分包紙の搬送方向と交差する方向に
配列されている複数のノズルからなるラインノズル列を具備したものであることを特徴と
する請求項１～４のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項６】
　処方情報が入力される処方情報入力部と、
　薬剤の画像を蓄積した薬剤画像データベースと、
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
　前記印刷制御部により、前記処方情報に基づいて分包対象である薬剤の画像が前記薬剤
画像データベースから選択され、選択された薬剤の画像を前記分包紙に印刷するように前
記印刷部が制御されることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項７】
　処方情報が入力される処方情報入力部と、
　患者の色覚異常の有無に係る色覚情報が入力される色覚情報入力部と、
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
　前記印刷制御部により、前記色覚情報に基づいて分包対象である薬剤が色覚異常を有す
る患者の処方であるか否かの判定がなされ、色覚異常を有する患者の処方である場合に当
該患者が識別困難な色を除く色により前記分包紙に印刷するように前記印刷部が制御され
ることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項８】
　処方情報が入力される処方情報入力部と、
　医療機関における病棟に関する病棟情報が蓄積される病棟情報データベースと、
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
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　前記印刷制御部により、前記処方情報に基づいて分包対象である薬剤が処方されている
患者に関する前記病棟情報が特定され、前記病棟情報毎に予め設定された病棟情報特定色
により印刷情報を印刷するように前記印刷部が制御されることを特徴とする請求項１～７
のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項９】
　処方情報が入力される処方情報入力部と、
　施設に関する施設情報が蓄積される施設情報データベースと、
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
　前記印刷制御部により、前記処方情報に基づいて分包対象である薬剤が処方されている
患者に関する前記施設情報が特定され、前記施設情報毎に予め設定された施設情報特定色
により印刷情報を印刷するように前記印刷部が制御されることを特徴とする請求項１～８
のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１０】
　患者に関する患者情報が蓄積される患者情報データベースと、
　施設に関する施設情報が蓄積される施設情報データベースと、
　施設入居者に関する情報が蓄積される施設入居者情報データベースと、
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
　前記患者情報、施設入居者情報、及び前記施設情報が関連づけられており、
　処方情報に基づいて分包対象である薬剤が処方されている患者に関する前記患者情報又
は施設入居者に関する施設入居者情報が特定され、特定された前記患者情報又は施設入居
者情報に関連づけられた前記施設情報が特定され、前記施設情報毎に予め設定された施設
情報特定色により印刷情報を印刷するように前記印刷部が制御されることを特徴とする請
求項１～９のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１１】
　印刷項目の印刷を、カラー画像で行うのか、モノクロ画像で行うのかを選択可能である
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１２】
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部を有し、
　前記印刷制御部による制御の下、前記分包紙への印刷を輪郭線の印刷濃度に対し、前記
輪郭線によって囲まれた領域の印刷濃度が低くなるように印刷する中抜き印刷を実施可能
であることを特徴とする請求項１～１１のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１３】
　前記印刷部に準備されている前記インクの残量と、分包数量との関係に基づき前記イン
クの減少傾向を示す減少傾向指数を導出し、
　前記インクの残量が所定量まで減少することを条件として、前記減少傾向指数に基づき
残存している前記インクにより印刷可能な包数を導出可能であることを特徴とする請求項
１～１２のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１４】
　先の分包処理で最後に形成される最終包への印刷と、後の分包処理において最初に形成
される先頭包への印刷との間に、前記印刷部をメンテナンスするためのメンテナンス動作
が実行されることを特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１５】
　前記分包紙への印刷が行われた後、次に印刷が行われるまでの間に、前記インク射出部
の乾燥を抑制するための乾燥抑制動作を実施可能であることを特徴とする請求項１～１４
のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１６】
　前記分包紙をロール状に巻き付けた紙管を前記分包紙を巻ほどし可能なようにセットす
るロールセット部と、
　前記紙管に対して制動力を作用させる制動部と、
　前記制動部への印加電力をアナログ制御可能な制動制御部とを備えていることを特徴と
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する請求項１～１５のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項１７】
　前記ロールセット部が、前記印刷部に対して前記分包紙の搬送方向上流側に配置され、
　前記包装部が、前記印刷部に対して前記分包紙の搬送方向下流側に配置されており、
　前記包装部に設けられた駆動部を作動させることにより、前記分包紙に対して前記搬送
方向への搬送力を作用させることができ、
　前記駆動部の駆動及び停止に連動して前記制動部が作動することを特徴とする請求項１
６に記載の薬剤分包装置。
【請求項１８】
　前記分包紙として、基材となるシート状素材の表面に、前記インクを受容するための受
容層を設けたものが用いられることを特徴とする請求項１～１７のいずれかに記載の薬剤
分包装置。
【請求項１９】
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部を有し、
　同時に服用すべき薬剤を連続する複数の分包袋に分けて分包する薬包分割処理を実行可
能であり、
　前記薬包分割処理に係る分包袋であることを識別する薬包分割識別情報を、前記薬包分
割処理により形成された複数の分包袋に印刷するように前記印刷部が制御可能であること
を特徴とする請求項１～１８のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項２０】
　前記印刷制御部が、前記薬包分割識別情報を有彩色により印刷するように前記印刷部を
制御可能であることを特徴とする請求項１９に記載の薬剤分包装置。
【請求項２１】
　前記薬包分割処理により形成される複数の分包袋によって構成される分包袋群が複数群
形成されることを条件として、前記印刷制御部が、前記薬包分割識別情報を前記分包袋群
毎に相違させて印刷可能であることを特徴とする請求項１９又は２０に記載の薬剤分包装
置。
【請求項２２】
　前記薬包分割識別情報が、前記薬包分割処理により形成された複数の分包袋に亘って印
刷されることを特徴とする請求項１９～２１のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項２３】
　前記薬包分割識別情報が、前記分包紙の搬送方向に延びるラインであることを特徴とす
る請求項１９～２２のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項２４】
　同時に服用すべき薬剤として、単一の分包袋に同封することにより性質の変化が生じる
と規定されている薬剤が処方されていることを条件として、前記薬包分割処理が実施され
ることを特徴とする請求項１９～２３のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項２５】
　処方情報が入力される処方情報入力部と、
　薬剤の画像を蓄積した薬剤画像データベースとを備え、
　前記薬剤画像データベースが、色彩を判別可能なように薬剤の実画像を蓄積した実画像
データベースと、薬剤の輪郭線を含むイメージ画像を蓄積したイメージ画像データベース
とを備え、
　分包対象である薬剤の前記実画像及び前記イメージ画像を、前記実画像データベース及
び前記イメージ画像データベースから選択し、選択された前記イメージ画像中に含まれる
一又は複数の領域の色彩を、当該領域に対応する前記実画像中の領域の色彩と合わせた合
成画像を形成する合成画像形成処理を実行可能であり、
　前記合成画像形成処理により形成された合成画像を、前記分包紙に印刷可能であること
を特徴とする請求項１～２４のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項２６】
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　前記イメージ画像に、薬剤に付されている印字又は刻印に係る情報が含まれていること
を特徴とする請求項２５に記載の薬剤分包装置。
【請求項２７】
　印刷対象とされた画像の輝度値ヒストグラムを構成するいずれかの輝度で画素の数が所
定の閾値を超えることを条件として、分包袋の搬送速度を低下させることを特徴とする請
求項１～２６のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項２８】
　属性に基づいて薬剤を区分けした薬剤区分を含む薬剤に関する情報が蓄積される薬剤デ
ータベースと、
　薬剤の画像を蓄積した薬剤画像データベースと、
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
　分包対象である薬剤が所定の薬剤区分に属するものであることを条件として、当該薬剤
について前記薬剤画像データベースに蓄積されている画像を、前記所定の薬剤区分の認識
を可能とする薬剤区分識別情報によって囲んで印刷するように前記印刷部が前記印刷制御
部によって制御されることを特徴とする請求項１～２７のいずれかに記載の薬剤分包装置
。
【請求項２９】
　前記薬剤区分識別情報が、前記薬剤区分ごとに予め設定された印刷色により印刷可能で
あることを特徴とする請求項２８に記載の薬剤分包装置。
【請求項３０】
　画像の周囲を取り囲むように前記薬剤区分識別情報を印刷可能な印刷領域が設けられ、
　前記印刷領域が、周方向に複数の印刷区間で構成され、各印刷区間に異なる前記薬剤区
分識別情報を印刷可能であり、
　前記薬剤区分毎に印刷の優先順位が規定されており、
　分包対象である薬剤に前記薬剤区分が複数規定されていることを条件として、前記優先
順位の高い薬剤区分に係る前記薬剤区分識別情報から優先的に前記印刷区間に印刷される
ことを特徴とする請求項２８又は２９に記載の薬剤分包装置。
【請求項３１】
　前記印刷部の制御を行う印刷制御部を有し、
　前記印刷制御部が分包動作の停止を条件として印刷動作を停止させる制御を行うもので
あり、
　分包動作の停止後所定のタイミングまでに分包動作が再開されないことを条件として、
１包分の分包紙搬送距離のうち所定距離の紙送り及び印刷を行う間合印刷が１又は２以上
実行されることを特徴とする請求項１～３０のいずれかに記載の薬剤分包装置。
【請求項３２】
　前記間合印刷が完了し、かつ、さらに所定時間が経過したタイミングにおいて前記分包
動作が再開されないことを条件として、前記間合印刷が実行された１包分の分包紙が空包
として形成されることを特徴とする請求項３１に記載の薬剤分包装置。
【請求項３３】
　分包動作の停止期間が所定時間以上であることを条件として、前記間合印刷が複数回に
亘って実行されることを特徴とする請求項３１又は３２に記載の薬剤分包装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤の分包に用いる分包紙への印刷が可能な薬剤分包装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記特許文献１に開示されている薬剤分包装置のように、分包紙への印刷が可能
とされたものが提供されている。この種の薬剤分包装置の多くにおいては、印刷部として
、いわゆるインクリボンを用いた熱転写方式のプリンターが用いられており、印刷用のヘ
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ッドを分包紙に対して直接接触させて印刷を行っている。また、従来技術においては、分
包紙への印刷が黒色などの単一色で施されている。
【０００３】
　また、例えば上述のようなインクリボンを用いた熱転写方式のプリンターを採用した場
合は、印刷に用いようとする色数分のインクリボンを設ける必要がある。仮に４色のイン
クリボンを用いた場合は、各配色のインクリボンを設けた位置以外に、その色で印刷を行
うことができない。そのため、分包紙への印字項目の自由なレイアウトや印字色の配色が
できず、患者等への注意喚起表示や服用日時、薬剤名称等、情報伝達のための印字方法が
制限されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３４２５２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、本発明者らが鋭意検討したところ、印刷部としてインクを噴射して印刷する、
いわゆるインクジェット方式のものを採用すれば、容易に多色印刷や印刷項目の自由なレ
イアウトを施せるのではないかとの知見に至った。その一方で、インクジェット方式のプ
リンターを印刷部に採用した場合には、上述した熱転写方式のプリンターを採用した場合
とは異なり、ヘッドをなすインクを射出する部分（インク射出部）から分包紙が離れた位
置に配置される。そのため、高い印刷品質を得るためには、インク射出部から所定距離だ
け離れた位置において分包紙を略真っ直ぐに保持するための支持台のようなものが必要に
なる。
【０００６】
　しかしながら、薬剤分包装置の内部構造が複雑であることや、装置全体のコンパクト化
が求められる状況においては、分包紙を支持するための支持台等を設けるだけのスペース
を十分に確保しにくい。また、インクジェット方式のプリンタは、インクを射出するもの
であるため、インクを略水平方向に噴射するように印刷部を配置することができない。そ
のため、インクを噴射して印刷するタイプの印刷部を設ける場合には、印刷部の設置姿勢
にも制約が加わる。
【０００７】
　そこで本発明は、インクを噴射して印刷する印刷部を設けつつ、分包紙の支持台等を設
けることなく高品質な印刷品質で分包紙への印刷が可能な薬剤分包装置の提供を目的とし
た。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決すべく提供される本発明の薬剤分包装置は、処方にあわせて薬剤を
供給可能な薬剤供給部と、前記薬剤供給部から供給された薬剤を分包する包装部と、前記
包装部に向けて所定の搬送経路により所定の張力を作用させた状態で分包紙を搬送する分
包紙搬送部と、前記分包紙に所定の情報を印刷可能な印刷部とを有し、前記印刷部が、イ
ンクを射出可能とされたインク射出部を有し、前記搬送経路が、前記インクの射出方向に
対して交差する方向に分包紙を搬送する交差方向搬送部と、前記交差方向搬送部に対して
前記分包紙の搬送方向上流側において前記分包紙の搬送方向を変化させる第一搬送方向切
替部と、前記交差方向搬送部に対して前記分包紙の搬送方向下流側において前記分包紙の
搬送方向を変化させる第二搬送方向切替部とを有し、前記交差方向搬送部に対して上方に
所定距離だけ離れた位置に前記インク射出部が配置されたものである。
【０００９】
　本発明の薬剤分包装置においては、分包紙搬送部による分包紙の搬送経路の中途に、イ
ンクの射出方向に対して交差する方向に分包紙が搬送される交差方向搬送部があり、この
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上方にインク射出部が設けられている。また、分包紙の搬送経路は、交差方向搬送部に対
して上流側に位置する第一搬送方向切替部、及び下流側に位置する第二搬送方向切替部に
おいて分包紙の搬送方向が変化するように形成されている。そのため、第一搬送方向切替
部、及び第二搬送方向切替部が分包紙を支持するための支点として機能し、両者の中間に
位置する交差方向搬送部において分包紙に一定の張力が作用した状態となり、支持台等を
設ける必要がない。従って、本発明の薬剤分包装置においては、装置構成を簡素なものと
しつつ、高い印刷品質で分包紙に対して印刷することが可能となる。
【００１０】
　上記本発明の薬剤分包装置は、前記交差方向搬送部において前記分包紙に対して張力が
作用するように前記分包紙を付勢する付勢部を有するものであることが望ましい。
【００１１】
　かかる構成によれば、交差方向搬送部において分包紙に対してさらに確実に張力を作用
させ、張り詰めた状態にある分包紙に対してインクを射出して印刷を施すことが可能とな
る。さらに、第一搬送方向切替部と第二搬送方向切替部との間で分包紙が略水平に形成さ
れており、分包紙の上方に位置するインク射出部から下方に向かってインクを射出するこ
とができる。そのため、分包紙への安定したインク乗りが実現される。これにより、より
一層分包紙への印刷品質を向上させうる。
【００１２】
　上記本発明の薬剤分包装置は、前記付勢部が、第一搬送方向切替部よりも搬送方向上流
側に位置することが望ましい。
【００１３】
　かかる構成とすることで、分包紙を撓みなく張り詰めた状態とするために適切な張力を
作用させうる。
【００１４】
　上記本発明の薬剤分包装置は、前記分包紙搬送経路において前記分包紙に当接する搬送
ローラを有し、前記搬送ローラが、前記分包紙の搬送方向と交差する方向に軸線方向が向
くように配置されており、軸線方向中間部の外径が両端部の外径よりも小さいものである
ことが好ましい。
【００１５】
　かかる構成によれば、分包紙の搬送方向と交差する方向（幅方向）の両端部において搬
送ローラが分包紙に接触し、幅方向中間部においては搬送ローラと分包紙との接触を抑制
できる。そのため、交差方向搬送部に対して下流側の搬送ローラを上述した構成とすれば
、幅方向中間部に施された印刷と搬送ローラとが接触することにより生じるインクの延び
やニジミ等の品質低下を抑制する効果や、分包紙に射出されたインクの乾燥促進効果が期
待できる。また、交差方向搬送部に対して上流側の搬送ローラを上述した構成とすれば、
搬送ローラとの接触により印刷品質の低下の原因となる皺等が幅方向中間部の印刷領域に
形成されるのを抑制できる。従って、搬送ローラを上述した構成とすることで、分包紙へ
の印刷品質を一層向上しうる。
【００１６】
　上記本発明の薬剤分包装置は、前記インク射出部が、前記分包紙搬送部による前記分包
紙の搬送方向と交差する方向に配列されている複数のノズルからなるラインノズル列を具
備したものであっても良い。
【００１７】
　かかる構成によれば、分包紙への印刷をより一層高速化することができる。
【００１８】
　上記本発明の薬剤分包装置は、処方情報が入力される処方情報入力部と、薬剤の画像を
蓄積した薬剤画像データベースと、前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、前記印
刷制御部により、前記処方情報に基づいて分包対象である薬剤の画像が前記薬剤画像デー
タベースから選択され、選択された薬剤の画像を前記分包紙に印刷するように前記印刷部
が制御されるものであっても良い。
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【００１９】
　本発明の薬剤分包装置では、処方情報に基づいて分包紙に分包すべき薬剤の画像が分包
紙に印刷されるため、印刷された薬剤の画像と、実際に分包紙に分包されている薬剤とを
比較することにより正確に分包されているかを確認することができる。従って、本発明の
薬剤分包装置によれば、分包袋に印刷された情報を目視による鑑査に有効利用できる。
【００２０】
　上記本発明の薬剤分包装置は、処方情報が入力される処方情報入力部と、患者の色覚異
常の有無に係る色覚情報が入力される色覚情報入力部と、前記印刷部の制御を行う印刷制
御部とを有し、前記印刷制御部により、前記色覚情報に基づいて分包対象である薬剤が色
覚異常を有する患者の処方であるか否かの判定がなされ、色覚異常を有する患者の処方で
ある場合に当該患者が識別困難な色を除く色により前記分包紙に印刷するように前記印刷
部が制御されるものであっても良い。
【００２１】
　かかる構成によれば、色覚異常を有する患者であっても分包紙に印刷された情報を容易
にかつ間違いなく識別が可能となる。
【００２２】
　なお、色覚異常を有する患者については、個人により識別可能な色が異なる。そのため
、色覚異常を有する患者の処方については、患者毎に識別可能な色で印刷するようにして
も良いが、この場合は印刷に要する制御が複雑化してしまう。そのため、色覚異常を有す
る患者の処方については、白黒あるいはグレースケールで一律に印刷することとしても良
い。これにより、色覚異常を有する患者であっても印刷内容を把握可能となると共に、印
刷に要する制御や構成を簡素化できる。
【００２３】
　ここで、分包紙Ｓに印刷する印刷項目は、処方データに基づいて上述した薬剤画像の他
、患者氏名、服用日時等多岐に亘る情報を印刷することができる。これらの情報は、病院
や薬局等の医療機関で用いられているデータベースと連動し、運用されることが望ましい
。具体的には、患者情報を登録した患者マスタ、病棟情報を登録した病棟マスタ、医師や
薬剤師等など薬剤分包装置の利用者に関する情報を登録した利用者マスタ、施設情報を登
録した施設マスタ、施設服用時期マスタ、施設入居者マスタなどの、医療機関や施設等で
用いられる各種データベースを記録して用いることができる。
【００２４】
　ここで、複数の病棟フロアに亘る複数患者に処方された薬剤を分包した場合、看護師や
薬剤師が薬剤分包後病棟フロアごとに前記分包袋の振り分けを行う。病棟フロアごとに、
あらかじめ指定した印字色に従って分包袋に印刷を行えば、看護師や薬剤師等が印字色に
従って病棟フロアごとに分包袋を振り分けることができ、利便性が向上する。
【００２５】
　かかる知見に基づいて提供される本発明の薬剤分包装置は、処方情報が入力される処方
情報入力部と、医療機関における病棟に関する病棟情報が蓄積される病棟情報データベー
スと、前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、前記印刷制御部により、前記処方情
報に基づいて分包対象である薬剤が処方されている患者に関する前記病棟情報が特定され
、前記病棟情報毎に予め設定された病棟情報特定色により印刷情報を印刷するように前記
印刷部が制御されるものである。
【００２６】
　かかる構成とすることにより、薬剤師等が分包袋を病棟フロアに振り分ける際に、振り
分けが容易となり、振り分けミスや投薬ミスを減少する効果が期待される。
【００２７】
　本発明の薬剤分包装置は、処方情報が入力される処方情報入力部と、施設に関する施設
情報が蓄積される施設情報データベースと、前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し
、前記印刷制御部により、前記処方情報に基づいて分包対象である薬剤が処方されている
患者に関する前記施設情報が特定され、前記施設情報毎に予め設定された施設情報特定色
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により印刷情報を印刷するように前記印刷部が制御されるものである。
【００２８】
　かかる構成によれば、施設に応じて設定された施設情報特定色により分包紙への印刷を
行うことができる。これにより、分包紙に施された印刷の色彩に基づいて分包袋を振り分
けるといった運用が可能となり、投薬ミスを最小限に抑制できる。
【００２９】
　本発明の薬剤分包装置は、患者に関する患者情報が蓄積される患者情報データベースと
、施設に関する施設情報が蓄積される施設情報データベースと、施設入居者に関する情報
が蓄積される施設入居者情報データベースと、前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有
し、前記患者情報、前記施設入居者情報及び前記施設情報が関連づけられており、前記処
方情報に基づいて分包対象である薬剤が処方されている患者に関する前記患者情報又は施
設入居者に関する施設入居者情報が特定され、特定された前記患者情報又は施設入居者情
報に関連づけられた前記施設情報が特定され、前記施設情報毎に予め設定された施設情報
特定色により印刷情報を印刷するように前記印刷部が制御されるものである。
【００３０】
　かかる構成によれば、複数の患者又は施設入居者についての薬剤の分包に際し、施設に
割り当てられた印字色を選定して設定する手間が省ける。すなわち、上述した施設入居者
情報データベース又は患者情報データベースから薬剤が処方されている施設入居者又は患
者情報を選択すると、患者又は施設入居者を担当する施設に割り当てられた施設情報特定
色が特定され、この色で印字するように印刷制御がなされる。その結果、分包のたびに患
者や施設入居者がどの施設に属しているのかを確認して印刷色を個別設定する必要がなく
なり、印字色設定時における人為的なミスを抑制できる。
【００３１】
　本発明の薬剤分包装置は、印刷項目の印刷を、カラー画像で行うのか、モノクロ画像で
行うのかを選択可能なものである。
【００３２】
　かかる構成とすることで、ユーザーの要望に応じて印刷項目の印刷方法を適宜選択可能
となり、利便性が向上する。
【００３３】
　本発明の薬剤分包装置は、前記印刷部の制御を行う印刷制御部を有し、前記印刷制御部
による制御の下、分包紙への印刷を輪郭線の印刷濃度に対し、前記輪郭線によって囲まれ
た領域の印刷濃度が低くなるように印刷する中抜き印刷を実施可能なものである。
【００３４】
　かかる構成とした場合、中抜き印刷を実施することによりインクの消耗を抑制し、イン
ク使用量を節約することができる。
【００３５】
　本発明の薬剤分包装置は、前記印刷部に準備されているインクの残量と、分包数量との
関係に基づきインクの減少傾向を示す減少傾向指数を導出し、インクの残量が所定量まで
減少することを条件として、前記減少傾向指数に基づき残存しているインクにより印刷可
能な包数を導出可能なものである。
【００３６】
　かかる構成によれば、実際に分包した分包数量とインクの減少量との関係から導出され
た現象傾向指数を用い、インクの残量が一定値まで減少した時点で残りのインクで印刷可
能な包数を予測できる。
【００３７】
　本発明の薬剤分包装置は、先の分包処理で最後に形成される最終包への印刷と、後の分
包処理において最初に形成される先頭包への印刷との間に、前記印刷部をメンテナンスす
るためのメンテナンス動作が実行されるものである。
【００３８】
　かかる構成とすることで、メンテナンス動作のために分包動作が中断することを回避し
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、効率的に分包動作を実行させることができる。
【００３９】
　本発明の薬剤分包装置は、前記分包紙への印刷が行われた後、次に印刷が行われるまで
の間に、前記インク射出部の乾燥を抑制するための乾燥抑制動作を実施可能なものである
。
【００４０】
　かかる構成によれば、分包紙への印刷の合間にインク射出部が乾燥するのを防止できる
。これにより、インクの射出不良に伴う印刷不良の発生を最小限に抑制できる。
【００４１】
　ここで、多くの薬剤分包装置においては、分包紙をロール状に巻き付けたもの（紙管）
をセット可能なロールセット部が設けられており、分包紙を巻きほどきつつ供給可能とさ
れている。ロールセット部にはモータ等からなる制動部が設けられており、制動部を作動
させることにより紙管に作用する制動力（紙管抵抗）を調整し、分包紙の供給状態を制御
できる。
【００４２】
　上記したような構成の薬剤分包装置において分包品質や印字品質を高く保つためには、
印刷を施すべく分包紙を停止させた状態において、適切な張力を作用させた状態で分包紙
を保持可能とすることが望ましい。具体的には、分包紙に対して過度に大きな張力を作用
させてしまうと、分包紙にシワ（ダーツ）が発生したり、袋サイズが縮む等して分包品質
に問題が生じる懸念がある。一方、分包紙に対して作用させる張力が不足していると、印
刷不良の問題が生じるだけでなく、分包紙を袋状に成形して分包袋とする際の成形精度が
悪化し、分包品質が低下してしまうといった問題が生じる懸念もある。
【００４３】
　このような問題に対処するためには、分包紙の紙送りを停止すべきタイミングでタイム
ラグなく紙管の回転を停止させることが望ましい。すなわち、紙管を回転停止させるため
に必要な大きさの制動力（紙管抵抗）が作用するまでにタイムラグが発生すると、そのタ
イムラグの間に紙管が惰性によって回転してしまい、分包紙に弛みが生じる要因となる。
しかしながら、従来技術においては、ロールセット部の制動部に作用させる印加電圧をＰ
ＷＭ方式で制御しており、印加電圧を急激に変更できない。そのため、従来技術において
は、惰性による紙管の回転を抑制することが困難であった。
【００４４】
　かかる知見に基づいて本発明者が鋭意検討した結果、上述した紙管抵抗をアナログ出力
方式による制御を採用することとすれば、アナログ信号のオン、オフを行うことによりタ
イムラグが殆ど生じることなく、リアルタイムに紙管に作用する制動力を制御できるとの
知見を得た。
【００４５】
　上述した知見に基づいて提供される本発明の薬剤分包装置は、前記分包紙をロール状に
巻き付けた紙管を前記分包紙を巻ほどし可能なようにセットするロールセット部と、前記
紙管に対して制動力を作用させる制動部と、前記制動部への印加電力をアナログ制御可能
な制動制御部とを備えたものである。
【００４６】
　かかる構成によれば、ロールセット部にセットされた紙管に対して十分な制動力（紙管
抵抗）が作用するまでに要するタイムラグを最小限に抑制できる。これにより、分包紙の
紙送りを停止した際に紙管が惰性で回転して余分な分包紙が送り出されるのを抑制でき、
分包紙が弛むことが原因で生じる印刷不良を回避することができる。また、紙送り動作中
においては、紙管抵抗を低くして比較的弱い張力で分包紙を搬送し、分包紙のシール時に
シワや耳ズレが発生することを抑制することができる。これらにより、分包品質及び印字
品質のいずれについても、良好な品質を実現し得る。
【００４７】
　また、上述した本発明の薬剤分包装置は、前記ロールセット部が、前記印刷部に対して
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前記分包紙の搬送方向上流側に配置され、前記包装部が、前記印刷部に対して前記分包紙
の搬送方向下流側に配置されており、前記包装部に設けられた駆動部を作動させることに
より、前記分包紙に対して前記搬送方向への搬送力を作用させることができ、前記駆動部
の駆動及び停止に連動して前記制動部が作動するものであることが望ましい。
【００４８】
　かかる構成によれば、分包紙の紙送り開始及び紙送り停止の動作とのタイムラグを抑制
しつつ、紙管抵抗を制御することができる。これにより、紙送りの停止時、及び紙送り動
作中のいずれにおいても分包紙を弛ませることなく、適正な紙管抵抗を作用させることが
できる。従って、本発明によれば、分包品質及び印字品質のいずれについても、さらなる
高品質化を実現し得る。
【００４９】
　本発明の薬剤分包装置は、前記分包紙として、基材となるシート状素材の表面に、イン
クを受容するための受容層を設けたものが用いられることを特徴とするものである。
【００５０】
　かかる構成によれば、インクの乗りや発色等の面においても高品質なものとすることが
できる。
【００５１】
　ここで、従来の薬剤分包装置を用いて薬剤を分包する場合、薬剤の性質や１包分の薬剤
量等の理由により、同時に服用すべき薬剤を連続する複数の分包袋（薬包分割）とする場
合がある。
【００５２】
　薬包分割が複数包、例えば３包に亘る場合、これらの薬包にそれぞれ「１／３」、「２
／３」、「３／３」等分割数を示す印字がされる場合がある。しかしながら、薬包に対し
て印字される情報は多岐に亘り、このような文字列をさらに印字すると、薬包分割による
薬包であることを直感的に認識することが困難となる。特に、高齢者にとってはこのよう
な文字の羅列を認識することはより困難となり、これらの情報が見落とされ、薬剤の服用
忘れを生じる原因の１つになっている。
【００５３】
　このような問題に対応するため提供される本発明の薬剤分包装置は、前記印刷部の制御
を行う印刷制御部を有し、同時に服用すべき薬剤を連続する複数の分包袋に分けて分包す
る薬包分割処理を実行可能であり、前記薬包分割処理に係る分包袋であることを識別する
薬包分割識別情報を、前記薬包分割処理により形成された複数の分包袋に印刷するように
前記印刷部が制御可能であることを特徴とするものである。
【００５４】
　かかる構成によれば、患者が薬包分割に係る薬包であることを直感的に認識することが
可能となり、薬剤の服用忘れを抑制する効果が期待される。
【００５５】
　また、上述した薬包分割識別情報を薬包分割に係る各薬包に対して有彩色で印刷するこ
ととすれば、薬包分割に係る薬包であることを患者等に認識させる効果が得られることに
加え、他の効果も期待できる。具体的には、薬剤が処方通りに分包されているか否かの鑑
査を、薬剤を分包した分包袋を撮影した画像に基づいて自動あるいは半自動で行う鑑査装
置を用いて行う場合など、画像解析により薬包分割識別情報が付されたものであるか否か
を識別する必要がある場合に、識別精度を向上させうる。
【００５６】
　さらに詳細に説明すると、分包袋に付された薬包分割識別情報が黒色をはじめとする無
彩色である場合には、上述した鑑査装置などにおいて画像解析のために撮影した画像にお
いて黒色等の無彩色に映り込んだ部分が、薬包分割識別情報に相当するものであるのか、
あるいは薬剤の陰や異物に相当するものであるのかを簡単に判別することができない。し
かしながら、上述したように、薬包分割処理により形成された複数の分包袋に対し、薬包
分割識別情報を有彩色で印刷すれば、鑑査装置において薬包分割識別情報と、それ以外の
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もの（薬剤の陰や異物等）とを簡単に判別可能となる。すなわち、薬包分割識別情報を有
彩色で印刷可能とすることにより、輝度、彩度、色相の三要素の観点から薬包分割識別情
報と、それ以外のものとを判別することが可能となる。これにより、鑑査精度や鑑査速度
の向上を図りうる。
【００５７】
　上述した本発明の薬剤分包装置は、前記印刷制御部が、前記薬包分割識別情報を有彩色
により印刷するように前記印刷部を制御可能であるものであっても良い。
【００５８】
　かかる構成によれば、薬包分割に係る薬包であることを患者等に認識させる効果をより
一層向上させうる。また、上述した鑑査装置のように、画像解析により薬包分割識別情報
が付されたものであるか否かを識別する必要がある場合についても、識別精度を向上させ
うる。
【００５９】
　上述した本発明の薬剤分包装置は、前記薬包分割処理により形成される複数の分包袋に
よって構成される分包袋群が複数群形成されることを条件として、前記印刷制御部が、前
記薬包分割識別情報を前記分包袋群毎に相違させて印刷可能なものであることが好ましい
。
【００６０】
　かかる構成によれば、分包袋群同士の識別が明確になり、異なる分包群をなす分包袋の
薬剤を誤って服用してしまう等の問題を未然に防止できる。
【００６１】
　また、上述した本発明の分包装置は、前記薬包分割識別情報が、前記薬包分割処理によ
り形成された複数の分包袋に亘って印刷されるものであっても良い。
【００６２】
　かかる構成によれば、薬包分割に係る薬包であることがより一層直感的に認識可能とな
り、薬剤の服用忘れを抑制する効果をさらに向上させうる。
【００６３】
　さらに、前記薬包分割識別情報は、前記分包紙の搬送方向に延びるラインであってもよ
い。
【００６４】
　かかる構成によれば、薬包分割処理が実行された分包袋を、より直感的に認識し得る。
【００６５】
　また、薬剤分包装置を用いて複数の薬剤を分包する場合において、特に薬剤が散薬であ
る場合には、同一包に配合すると性質の変化（変色、変質、効力低下など。以下、「配合
変化」とも称す。）が生じるなどの問題が懸念される組み合わせとなる薬剤が同時に服用
すべきものとして処方されている場合には、これらを別々に分包する場合がある。具体的
には、例えばアルカリ性の薬剤と酸性の薬剤とが同時に服用すべき薬剤として処方されて
いる場合には、これらの薬剤を別々に分包する場合がある。このような場合においても、
同時に服用すべき薬剤が複数包とされ、患者が複数の分包袋を管理する必要があるほか薬
の飲み忘れ等の原因となっていた。
【００６６】
　上述した問題に対応するため本発明の薬剤分包装置は、同時に服用すべき薬剤として、
単一の分包袋に同封することにより性質の変化が生じると規定されている薬剤が処方され
ていることを条件として、前記薬包分割処理が実施され、前記薬包分割処理に係る分包袋
であることを識別する薬包分割識別情報を、前記薬包分割処理により形成された複数の分
包袋に亘って印刷することができる。
【００６７】
　かかる構成によれば、薬剤の配合変化を理由として薬包分割処理がされた複数の薬包を
、同時に服用すべき一連の薬包として患者が容易に認識可能となり、薬剤の服用忘れを抑
制する効果が期待される。
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【００６８】
　ここで、本発明の薬剤分包装置に採用されているインクジェット方式のプリンターを用
いた場合、薬剤の写真等の実画像を分包紙への印刷対象とすると、印刷密度や画質によっ
ては薬剤の外観に印字又は刻印された情報（識別コード）が薄く印字され、識別が困難と
なる場合がある。また、薬剤がカプセル錠の場合は、薬剤の周方向に亘って識別コードが
印字されているものも存在し、薬剤の外観写真だけでは識別コードの一部しか見えないと
いった事態も生じる。そのため、分包紙に対して印刷された薬剤画像を鑑査のために用い
る場合、識別コードの識別が困難で鑑査に使いにくいといった問題が想定される。
【００６９】
　かかる知見に基づき提供される本発明の薬剤分包装置は、処方情報が入力される処方情
報入力部と、薬剤の画像を蓄積した薬剤画像データベースとを備え、前記薬剤画像データ
ベースが、色彩を判別可能なように薬剤の実画像を蓄積した実画像データベースと、薬剤
の輪郭線を含むイメージ画像を蓄積したイメージ画像データベースとを備え、分包対象で
ある薬剤の前記実画像及び前記イメージ画像を、前記実画像データベース及び前記イメー
ジ画像データベースから選択し、選択された前記イメージ画像中に含まれる一又は複数の
領域の色彩を、当該領域に対応する前記実画像中の領域の色彩と合わせた合成画像を形成
する合成画像形成処理を実行可能であり、前記合成画像形成処理により形成された合成画
像を、前記分包紙に印刷可能であることを特徴とするものである。
【００７０】
　かかる構成によれば、薬剤の輪郭線に実物に近い薬剤の外観色を加えて印字できる。そ
の結果、薬包鑑査の改善が見込まれる。
【００７１】
　前記イメージ画像には、薬剤に付されている印字又は刻印に係る情報が含まれているこ
としてもよい。
【００７２】
　かかる構成によれば、実画像だけでは識別が困難となる薬剤の識別コードの文字や記号
の全体が印刷可能となり、かつ薬剤の実物に近い色で印字できるようになる。その結果、
薬包鑑査の画期的な改善が見込まれる。さらに、薬剤の表面に付された識別コード全体を
印刷することが可能となり、酷似した輪郭や色を有する薬剤の判別に貢献する。
【００７３】
　本発明の薬剤分包装置は、インクジェット方式のプリンターを採用することにより、自
由なレイアウトによる分包紙への印刷を実現している。そのため、ユーザーの選択によっ
ては、印刷領域に対してサイズの大きなイラストや画像、ベタ塗り等が印刷対象として選
択される可能性がある。このような印刷対象を分包紙に対して印刷した場合、分包紙に対
するインクの射出密度や範囲が大きくなり、インクがなかなか乾燥しない。インクが十分
に乾燥していない乾燥不良の状態で分包紙が次工程に送られると、様々な不具合が生じる
原因になりかねない。一方、インクが十分に乾燥しないまま次工程に分包紙が送られるの
を回避すべく、分包紙へのインク射出密度を低くすると、印刷内容によっては見えにくく
なってしまうおそれがある。
【００７４】
　このような問題に対応するためには、一律に分包紙の搬送速度を下げて薬剤分包装置を
運用することも可能ではあるが、薬剤分包の効率が低下することになる。そのため、印刷
内容によるインクの乾燥不良を回避するためには、印刷内容に応じて分包紙の搬送速度が
制御されることが望ましい。
【００７５】
　かかる問題に対応するため提供される本発明の薬剤分包装置は、印刷対象とされた画像
の輝度値ヒストグラムを構成するいずれかの輝度で画素の数が所定の閾値を超えることを
条件として、分包袋の搬送速度を低下させることを特徴とするものである。
【００７６】
　かかる構成により、印刷対象である画像が印刷してからインクが乾燥するまでに要する
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ものであるか否かに応じて分包紙の搬送速度を最適化できる。これにより、インクの乾燥
不良による不具合を抑制しつつ、効率的な分包を実現し得る。
【００７７】
　ここで、分包対象となる薬剤には、属性に基づいて薬剤を区分けした薬剤区分のうち、
様々な薬剤区分を含むものが想定される。例えば、毒薬や劇薬、麻薬等、他の薬剤と区別
して保管を要するものや、施錠された保管庫内で保管を必要とするもの等、取扱者が取り
扱いや管理に注意を必要とする薬剤区分を含む薬剤が想定される。このような薬剤区分を
含む薬剤については、薬剤を分包袋として分包した後も、薬剤区分を容易かつ直感的に認
識可能であることが望ましい。
【００７８】
　上述した課題に対応するため提供される本発明の薬剤分包装置は、属性に基づいて薬剤
を区分けした薬剤区分を含む薬剤に関する情報が蓄積される薬剤データベースと、薬剤の
画像を蓄積した薬剤画像データベースと、前記印刷部の制御を行う印刷制御部とを有し、
分包対象である薬剤が所定の薬剤区分に属するものであることを条件として、当該薬剤に
ついて前記薬剤画像データベースに蓄積されている画像を、前記所定の薬剤区分の認識を
可能とする薬剤区分識別情報によって囲んで印刷するように前記印刷部が前記印刷制御部
によって制御されることを特徴とするものである。
【００７９】
　かかる構成によれば、薬剤の分包後であっても所定の薬剤区分に属する薬剤であるか否
かを容易に判別することができる。また、対象となる薬剤の画像を囲むように薬剤区分認
識情報が印刷されることにより、薬包又は検薬包に印刷された他の文字情報等に紛れるこ
とを回避することができる。これにより、対象の薬剤及び対応する薬剤区分識別情報を直
感的に認識することが可能となり、薬剤を取り扱う薬剤師等に対して注意を喚起すること
が可能となる。その結果、薬剤区分に応じた適切な取り扱いや管理が適切になされること
が期待される。
【００８０】
　前記薬剤区分識別情報は、前記薬剤区分ごとに予め設定された印刷色により印刷可能で
あることが望ましい。
【００８１】
　かかる構成によれば、所定の薬剤区分に属する薬剤であることに加え、薬剤区分の種類
についても識別することが可能となる。
【００８２】
　また本発明の薬剤分包装置は、画像の周囲を取り囲むように前記薬剤区分識別情報を印
刷可能な印刷領域が設けられ、前記印刷領域が、周方向に複数の印刷区間で構成され、各
印刷区間に異なる前記薬剤区分識別情報を印刷可能であり、前記薬剤区分毎に印刷の優先
順位が規定されており、分包対象である薬剤に前記薬剤区分が複数規定されていることを
条件として、前記優先順位の高い薬剤区分に係る前記薬剤区分識別情報から優先的に前記
印刷区間に印刷されることとすることができる。
【００８３】
　かかる構成によれば、分包対象となる薬剤が複数の薬剤区分に属するものである場合に
、特に注意が必要な薬剤区分を優先的に分包紙に対して印刷することができる。これによ
り、より効率的な注意喚起を行い得る。
【００８４】
　ここで、薬剤分包装置を用いて薬剤の分包及び分包紙への印刷を行う場合、薬剤の手撒
き待ちや薬剤の欠品等、分包動作を一旦停止させる必要が生じることが想定される。分包
動作が何らかの理由で一旦停止すると、印刷動作についても一旦停止させるよう印刷制御
部により制御されることが想定される。
【００８５】
　上述したような制御が実行される場合には、分包動作の停止から再開までの間、印刷動
作も一旦停止して分包動作の再開を待機する状態となる。この間、ヒータローラに接触し
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ている分包紙に対しては継続的にヒーターロータから熱が加えられ、分包紙がこの熱で少
しずつ縮み、印刷部に隣接して位置している分包紙がヒータローラの方向に引っ張られる
。このような状態で分包動作が再開されて同時に印刷動作が再開されると、分包紙が縮ん
で引っ張られた長さ分だけ、印刷領域中に印刷がされていない一定幅の空白の隙間（印刷
隙間）が生じる。印刷動作の停止時間が長いほど、ヒーターローラの熱により分包紙が縮
む距離も長くなり、幅が大きい印刷隙間が生じる。
【００８６】
　本発明の薬剤分包装置では、二次元バーコード等、光学的読取機器により所定の情報を
読み取り可能である光学的識別情報が印刷対象として選択され、分包紙に対して印刷され
ることも想定される。これらの光学的識別情報が分包紙に対して印刷され、上述した印刷
隙間が生じると、印刷隙間の幅の大きさや本数によっては情報の読み取りが出来なくなる
可能性がある。
【００８７】
　ここで、本発明の発明者らが鋭意検討した結果、分包紙に印刷された光学的識別情報に
上述した印刷隙間が存在する場合であっても、所定幅以下の数本（１～３本）の印刷隙間
であれば、光学的読取機器による読み取りが可能であるとの知見を得た。
【００８８】
　かかる知見に基づき提供される本発明の薬剤分包装置は、前記印刷部の制御を行う印刷
制御部を有し、前記印刷制御部が分包動作の停止を条件として印刷動作を停止させる制御
を行うものであり、分包動作の停止後所定のタイミングまでに分包動作が再開されないこ
とを条件として、１包分の分包紙搬送距離のうち所定距離の紙送り及び印刷を行う間合印
刷が１又は２以上実行されることを特徴とするものである。
【００８９】
　上述の構成によれば、一定時間以上分包動作及び印刷動作が停止していた場合に想定さ
れる１本の大きな印刷隙間を、数本の小さな印刷隙間とすることができる。言い換えれば
、所定時間ｔに亘って分包動作及び印刷動作が停止させることにより形成される印刷隙間
を隙間ｘとした場合、間合印刷を行わないと隙間ｘに相当する大きな印刷隙間が形成され
てしまう。これに対し、本発明のように間合印刷を行った場合には、仮に分包動作及び印
刷動作が停止している通算時間が所定時間ｔであったとしても、複数の印刷隙間が形成さ
れる代わりに各印刷隙間の隙間の大きさは前述した隙間ｘよりも小さい。そのため、本発
明のように間合印刷を行うことにより、印刷隙間の隙間（幅）を最小限に抑制できる。こ
れにより、読み取り不能となるような二次元バーコード等の光学的識別情報が印刷される
ことを抑制し、分包紙及び薬剤のロスの抑制及び分包袋の品質維持に貢献し得る。
【００９０】
　本発明の薬剤分包装置は、前記間合印刷が予め設定された回数実行され、かつ、さらに
所定時間が経過したタイミングにおいて前記分包動作が再開されないことを条件として、
前記間合印刷が実行された１包分の分包紙が空包として処理されることとしてもよい。
【００９１】
　上述の構成によれば、分包動作停止期間として予め想定された時間を経過しても分包動
作が開始されない場合に、光学的識別情報の読み取りに耐えうる範囲を超えた本数及び大
きさの印刷隙間が生じ、結果として読み取りができない光学的識別情報が印刷されること
を回避することができる。すなわち、読み取り不能となるおそれのある分包紙を空包とし
て処理することにより、読み取り不良の分包紙により薬剤が分包され、品質が十分でない
分包袋が提供されることや、このような分包紙に分包された薬剤のロスを軽減することが
できる。この結果、不要な分包が行われることを抑制し、二次元バーコードの印刷不良に
よる再印刷等の二度手間を減少することができる。
【００９２】
　分包動作停止から第１の間合印刷が開始するタイミング（所定のタイミング）は、分包
動作停止から第１の間合印刷が開始するまでの期間に生じる印刷隙間の幅が所定の大きさ
以下となるように、分包動作停止から第１の間合印刷開始までの時間が設定されることが
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望ましい。すなわち、分包紙に印刷された光学的識別情報に対して、前記印刷隙間が生じ
た場合に、所定の光学的読取機器により読み取り可能となるよう設定されることが望まし
い。
【００９３】
　上述の構成により、分包紙に対して印刷された光学的識別情報の読み取りが不能となる
ことを抑制することができる。分包動作停止から第１の間合印刷が開始されるまでの時間
は、ヒーターローラの温度や分包紙の性質、分包紙の搬送速度等によって種々設定するこ
とができる。
【００９４】
　本発明の薬剤分包装置は、分包動作の停止期間が所定時間以上であることを条件として
、前記間合印刷が複数回に亘って実行されることとしてもよい。
【００９５】
　上述の構成によれば、ある程度の時間に亘って分包動作が停止している場合でも、読み
取り可能な二次元バーコードを分包紙に印刷することができる。
【発明の効果】
【００９６】
　本発明によれば、インクを噴射して印刷する印刷部を設けつつ、分包紙の支持台等を設
けることなく高品質な印刷品質で分包紙への印刷が可能な薬剤分包装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の一実施形態に係る薬剤分包装置の概略構成を示す説明図である
【図２】図１の薬剤分包装置の印刷部近傍を示した斜視図である。
【図３】図１の薬剤分包装置の印刷部近傍を示した側面図である。
【図４】図１に示した薬剤分包装置が備える制御装置の構成を示すブロック図である。
【図５】（ａ）は搬送ローラを示す斜視図であり、（ｂ）は搬送ローラと分包紙との関係
を示す説明図である。
【図６】印刷部をインク射出部側から見た状態を示す底面図である。
【図７】分包袋に目盛を設けた例を示す正面図である。
【図８】分包紙への印刷用画像等を選択及び登録をするための画像選択画面である。
【図９】分包紙への印刷用画像等を管理するための管理画面である。
【図１０】患者情報を管理するための患者マスタメンテナンス詳細画面である。
【図１１】分包紙への印刷を行うための印刷フォーマット設定画面である。
【図１２】薬包袋に印刷を行った例を示す正面図である。
【図１３】検薬包に印刷を行った例を示す正面図である。
【図１４】通常印刷と多色黒色印刷との切替処理に係るフローチャートである。
【図１５】インク残量とインク残存期間の関係を示すグラフである。
【図１６】インク残量と分包数量の関係を示すグラフである。
【図１７】薬剤分包装置における分包紙の流れを示す概略図である。
【図１８】ヒータローラの紙送り及びロールセット部の紙管抵抗のタイミングを示してい
る。
【図１９】ロールセット部の制御について、ＰＷＭ方式による制御とアナログ出力方式に
よる制御についての比較図である。（ａ）は、ＰＷＭ方式を採用した場合のＣＰＵの制御
波形及びロールセット部の紙管抵抗を示している。（ｂ）はアナログ出力方式を採用した
場合のＣＰＵの制御波形及びロールセット部の紙管抵抗を示している。
【図２０】（ａ）は従来の薬包分割に係る分包袋に対する印字例であり、（ｂ）は薬包分
割に係る分包袋に対して薬包分割識別ラインの印刷を行った例、（ｃ），（ｄ），（ｅ）
はそれぞれ（ｂ）の変形例である。
【図２１】（ａ），（ｂ）はそれぞれ薬包分割に係る分包袋に対する薬包分割識別情報の
印刷例である。
【図２２】印刷対象画像を合成画像とする場合において、合成画像の形成処理イメージを
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示している。
【図２３】薬剤が素錠である場合における合成画像形成イメージである。
【図２４】分包紙の搬送速度切り替え手順のフローチャートを示している。
【図２５】（ａ）は印刷領域全体のビットマップ画像イメージ、（ｂ）はビットマップ画
像の輝度及び画素数をヒストグラムとしたグラフである。
【図２６】ビットマップ画像及びビットマップ画像のヒストグラムを示しており、（ａ）
は同じ色が多用されていない場合、（ｂ）は同じ色が多用されている場合である。
【図２７】薬剤区分識別情報及び印刷領域を示しており、（ａ）は印刷領域及び４つの印
刷区間を示している。（ｂ）は薬剤区分識別情報が印刷領域に対して印刷された例を示し
ている。
【図２８】図２７の薬剤区分識別情報の印刷例について、薬剤が複数の薬剤区分に属する
場合の印刷例を示しており、（ａ）は薬剤が４つの薬剤区分に属する場合、（ｂ）は薬剤
が２つの薬剤区分に属する場合、（ｃ）は薬剤が３つの薬剤区分に属する場合の印刷例で
ある。
【図２９】図１の薬剤分包装置に間合印刷を実行させる場合の手順を示すフローチャート
である。
【図３０】図２９の手順により間合印刷を実行させる場合のタイムチャートである。
【図３１】二次元バーコードを分包紙に印刷した場合において、間合印刷の有無による印
刷隙間の幅について比較を示している。
【発明を実施するための形態】
【００９８】
　以下、本発明の一実施形態に係る薬剤分包装置１０について、図面を参照しつつ詳細に
説明する。以下、薬剤分包装置１０の全体構成について概略を説明し、その後に特徴部分
である分包紙搬送部４０や印刷部６０の構成、及び制御装置７０によって実施される分包
紙搬送部４０や印刷部６０の動作制御についてさらに詳細に説明する。
【００９９】
≪薬剤分包装置１０の概略構成について≫
　図１に示すように、薬剤分包装置１０は、薬剤供給部２０と、包装部３０と、分包紙搬
送部４０と、印刷部６０と、制御装置７０とを備えている。薬剤分包装置１０は、外部か
ら入力された処方データに基づいて薬剤供給部２０から処方通りに供給された薬剤を分包
紙搬送部４０から包装部３０に供給された分包紙によって分包することができる。また、
薬剤分包装置１０は、処方データに基づいて、例えば患者名や、分包されている薬剤の服
用時期、種類、数量等の所定の情報を印刷部６０によって分包紙に印刷することができる
。
【０１００】
　薬剤供給部２０は、薬剤が種類別に収容された多数のカセット２２を備えており、処方
データに基づいて各カセット２２から薬剤を供給（払出）可能とされている。各カセット
２２から供給された薬剤は、ホッパ２４を介して包装部３０に導かれる。
【０１０１】
　包装部３０は、後述の分包紙搬送部４０から供給される分包紙Ｓによって薬剤供給部２
０から供給された薬剤を分包するためのものである。包装部３０においては、分包紙Ｓが
長手方向に二つ折りにした状態で供給されると共に、薬剤供給部２０から供給された薬剤
が二つ折りにされた分包紙Ｓの間に供給される。包装部３０は、ヒータローラ（図示せず
）を備えており、二つ折りにされた分包紙Ｓをシールすることができる。そのため、包装
部３０においては、二つ折りの分包紙Ｓの間に一服用分の薬剤が投入された後にヒータロ
ーラでシールすることにより、薬剤供給部２０から供給された薬剤を一服用分ずつ分包し
た分包袋Ｐを形成することができる。
【０１０２】
　分包紙搬送部４０は、ロールセット部４２と、搬送機構４４とを備えている。ロールセ
ット部４２は、分包紙Ｓをロール状にしたもの（紙管Ｒ）をセットするために設けられた
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ものである。また、搬送機構４４は、分包紙Ｓをロールセット部４２から包装部３０に向
けて所定の搬送経路Ｔで搬送するための機構である。
【０１０３】
　印刷部６０は、分包紙搬送部４０における分包紙Ｓの搬送経路Ｔの中途に設けられてい
る。すなわち、印刷部６０は、包装部３０よりも分包紙Ｓの搬送方向上流側に配置されて
いる。
また、印刷部６０は、後に詳述する第二搬送方向切替部４８よりも搬送方向上流側であっ
て、包装部３０に隣接した位置に設けられている。ここで、搬送機構４４においては、ロ
ールセット部４２から包装部３０に至る区間において分包紙Ｓが紙送りされる。分包紙Ｓ
への分包開始時点でロールセット部４２から包装部３０までに位置していた分包紙Ｓのう
ち、印刷部６０から包装部３０までの間に位置している分包紙Ｓは、印刷がされずに包装
部３０を通過するため、一般的には分包に用いられずロスとなる。そのため、印刷部６０
を可能な限り包装部３０に隣接した位置に設けることにより、分包紙Ｓのロスを少なくす
ることが可能となる。印刷部６０は、搬送経路Ｔにおいて搬送されている分包紙Ｓに対し
、各分包袋Ｐに分包された薬剤の服用時期や、種類、数量、患者名、患者の顔写真等、種
々の情報を印刷できる。
【０１０４】
　制御装置７０は、薬剤分包装置１０を構成する各部の動作を制御するものであり、例え
ばパーソナルコンピュータ等によって構成される。図４に示すように、制御装置７０は、
データ入出力装置７２、データファイル記憶用として設けられたハードディスク等の記録
装置７４、及び処理装置７６（ＣＰＵ）等を備えている。データ入出力装置７２は、ディ
スプレイ７２ａ、キーボード７２ｂ、マウス７２ｃ、ジャーナルプリンター７２ｄ等から
なる。処理装置７６は、各種データを記憶するためのメモリ７６ａ（ＲＡＭ）を内蔵して
いる。メモリ７６ａは、処方データを記憶する処方データメモリ等として使用される。ま
た、処理装置７６は、薬剤分包装置１０の全体を制御する制御プログラム７６ｂ（ＲＯＭ
）を内蔵している。制御装置７０は、ホストコンピュータ（図示せず）から処方データを
受信し、この処方データに基づいて制御プログラム７６ｂを実行することにより、薬剤供
給部２０、包装部３０、分包紙搬送部４０、及び印刷部６０の動作制御を実行する。
【０１０５】
≪分包紙搬送部４０及び印刷部６０の具体的構成について≫
　続いて、分包紙搬送部４０の構成について、さらに詳細に説明する。上述したように、
分包紙搬送部４０は、分包紙Ｓの紙管Ｒをセットするためのロールセット部４２と、分包
紙Ｓを所定の搬送経路Ｔで搬送するための搬送機構４４とを備えている。搬送経路Ｔは、
交差方向搬送部Ｔ１、上流部Ｔ２、及び下流部Ｔ３に大別される。交差方向搬送部Ｔ１は
、分包紙Ｓの紙面が略水平となるように搬送される部分である。上流部Ｔ２は、交差方向
搬送部Ｔ１に対して分包紙Ｓの搬送方向上流側（ロールセット部４２側）に位置し、下方
から上方に向けて所定の傾斜で分包紙Ｓが搬送される部分である。また、下流部Ｔ３は、
交差方向搬送部Ｔ１に対して分包紙Ｓの搬送方向下流側（包装部３０側）に位置し、下方
から上方に向けて所定の傾斜で分包紙Ｓが搬送される部分である。
【０１０６】
　搬送機構４４は、交差方向搬送部Ｔ１に対して上流側に第一搬送方向切替部４６を有し
、交差方向搬送部Ｔ１に対して下流側に第二搬送方向切替部４８を有する。搬送機構４４
は、これらの切替部４６，４８において分包紙Ｓの搬送方向を切り替えつつ、分包紙Ｓを
搬送する。第一搬送方向切替部４６は、上述した交差方向搬送部Ｔ１と上流部Ｔ２との境
界に設けられている。第一搬送方向切替部４６においては、上流部Ｔ２において下方から
上方に向けて搬送されてきた分包紙Ｓの搬送方向が略水平方向に切り替えられる。同様に
、第二搬送方向切替部４８においては、交差方向搬送部Ｔ１において略水平方向に搬送さ
れてきた分包紙Ｓの搬送方向が上下方向に切り替えられる。
【０１０７】
　第一搬送方向切替部４６及び第二搬送方向切替部４８には、図５に示すような搬送ロー
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ラ５０が設けられている。搬送ローラ５０は、搬送経路Ｔを通過する分包紙Ｓに対して当
接するローラであり、分包紙Ｓの搬送方向に対して交差する方向に軸線方向が向くように
配置されている。図５（ｂ）に示すように、搬送ローラ５０は、軸線方向の中間部５２に
おける外径ｄ１が両端部５４，５４の外径ｄ２よりも小さい。そのため、搬送ローラ５０
は、両端部５４，５４において搬送経路Ｔを通過する分包紙Ｓに当接するが、中間部５２
においては分包紙Ｓに接触しない。
【０１０８】
　また、図１及び図３に示すように、付勢部５６よりもさらに上流側には、紙管Ｒから送
られてきた分包紙Ｓをガイドするためのガイドローラ５９ａ，５９ｂが設けられている。
そのため、分包紙Ｓは、ガイドローラ５９ａ，５９ｂにガイドされつつ、付勢ローラ５８
ａを通過して第一搬送方向切替部４６に送られる。ガイドローラ５９ａ，５９ｂの間には
、紙切センサ５７が設けられている。紙切センサ５７は、ガイドローラ５９ａ，５９ｂ間
を通過する分包紙Ｓの有無を検知することにより、紙切れを検知することができる。
【０１０９】
　搬送機構４４は、一定の張力を作用させつつ、分包紙Ｓをロールセット部４２側から包
装部３０側に向けて搬送することができる。本実施形態では、交差方向搬送部Ｔ１におい
て分包紙Ｓに弛みが生じるのを抑制すべく、図１に示すように、分包紙Ｓに対してさらに
付勢力を作用させるための付勢部５６が設けられている。具体的には、付勢部５６は、第
一搬送方向切替部４６に対してさらに搬送方向上流側の位置に付勢ローラ５８ａを有する
。図１において矢印で示すように、付勢ローラ５８ａは、バネ等の付勢手段５８ｂによっ
て付勢されている。付勢ローラ５８ａは、第一搬送方向切替部４６に対して上流側の位置
において分包紙Ｓに対して当接する。これにより、分包紙Ｓに交差方向搬送部Ｔ１側から
上流側に向かう方向への張力が作用するため、交差方向搬送部Ｔ１において分包紙Ｓに弛
みが生じにくい。
【０１１０】
　印刷部６０は、患者名や、分包されている薬剤の服用時期、種類、数量等の所定の情報
を分包紙Ｓに対して印刷するためのものである。印刷部６０には、いわゆるインクジェッ
ト式のプリンタが採用されており、内蔵されているインクタンク（図示せず）から供給さ
れたインクをインク射出部６２から射出させて印刷できる。
【０１１１】
　図６に示すように、インク射出部６２は、分包紙搬送部４０による分包紙Ｓの搬送方向
と交差する方向に配列された複数のノズル６４からなるラインノズル列６６を有する。本
実施形態では、インク射出部６２にラインノズル列６６が複数設けられている。具体的に
は、インク射出部６２には、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック
（Ｋ）の４色のインクを射出するために、各色毎にラインノズル列６６ｃ，６６ｍ，６６
ｙ，６６ｋを備えている。
【０１１２】
　インク射出部６２は、上述した交差方向搬送部Ｔ１に対して上方に所定距離だけ離れた
位置に配置されており、各ラインノズル列６６ｃ，６６ｍ，６６ｙ，６６ｋから下方に向
けてインクを射出できる。そのため、交差方向搬送部Ｔ１において分包紙Ｓを搬送方向に
移動させつつ、各ラインノズル列６６ｃ，６６ｍ，６６ｙ，６６ｋから分包紙Ｓに向けて
インクを射出させることにより、インク射出部６２を移動させることなく分包紙Ｓにカラ
ー印刷を施すことができる。
【０１１３】
　図４に示すように、制御装置７０は、処方情報入力部８０、色覚情報入力部８２、印刷
制御部８４、及び薬剤画像データベース８６を備えている。処方情報入力部８０は、ホス
トコンピュータ（図示せず）から受信した処方データが入力される部分である。また、色
覚情報入力部８２は、患者の色覚異常の有無に係る色覚情報が入力される部分である。本
実施形態では、処理装置７６のメモリ７６ａが処方情報入力部８０、及び色覚情報入力部
８２として機能する。印刷制御部８４は、印刷部６０の制御を行うためのものである。本
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実施形態では、制御プログラム７６ｂが印刷制御部８４として機能する。また、薬剤画像
データベース８６は、薬剤の外観を示す画像をデータベース化したものである。本実施形
態では、記録装置７４に薬剤画像データベース８６が構築されている。
【０１１４】
　制御装置７０は、印刷制御部８４による制御の下、分包紙Ｓに対して印刷を行う。具体
的には、制御装置７０は、処方情報入力部８０において受信した処方情報に基づき、患者
名や、分包されている薬剤の服用時期、種類、数量等の所定の情報を印刷部６０によって
分包紙Ｓに印刷させる。これに加えて、制御装置７０は、分包対象である薬剤の画像を薬
剤画像データベース８６から選択し、選択された薬剤の画像を前述した患者名等の情報と
共に分包紙Ｓに印刷させる。
【０１１５】
　また、制御装置７０は、色覚情報入力部８２に入力された色覚情報に基づき、分包対象
である薬剤が色覚異常を有する患者の処方であるか否かの判定を行う。その結果、色覚異
常のない患者の処方であると判定された場合には、分包紙Ｓに対してカラー印刷を施すよ
うに印刷部６０を制御する。一方、色覚異常を有する患者の処方であると判断された場合
には、その患者が識別困難な色を除く色により分包紙Ｓに印刷するように印刷部６０を制
御する。具体的には、色覚異常を有する患者の処方については、白黒あるいはグレースケ
ールで印刷するように印刷部６０を制御する。
【０１１６】
　上述したように、薬剤分包装置１０においては、分包紙搬送部４０による分包紙Ｓの搬
送経路Ｔの中途に、インクの射出方向に対して交差する方向（略水平方向）に分包紙Ｓが
搬送される交差方向搬送部Ｔ１が設けられている。また、交差方向搬送部Ｔ１の上方に、
印刷部６０のインク射出部６２が設けられている。さらに、分包紙Ｓの搬送経路Ｔが、交
差方向搬送部Ｔ１に対して上流側の第一搬送方向切替部４６、及び下流側の第二搬送方向
切替部４８において搬送方向が変化するように形成されている。搬送経路Ｔにおいて、第
一搬送方向切替部４６、及び第二搬送方向切替部４８は、分包紙Ｓを支持するための支点
として機能する。そのため、交差方向搬送部Ｔ１においては、分包紙Ｓに一定の張力が作
用した状態となる。従って、薬剤分包装置１０においては、交差方向搬送部Ｔ１において
分包紙Ｓを支持するための台等を設けなくても高い印刷品質で分包紙Ｓに対して印刷でき
る。
【０１１７】
　また、上述したように、印刷部６０は、包装部３０に隣接した位置に設けられている。
これにより印刷部６０及び包装部３０の間隔を最小限に抑制し、分包紙Ｓのロスを最小限
に抑制できる。
【０１１８】
　また、薬剤分包装置１０では、付勢部５６が設けられており、交差方向搬送部Ｔ１にお
いて分包紙Ｓに対して張力が作用するように付勢力が作用している。これにより、交差方
向搬送部Ｔ１において分包紙Ｓが十分張り詰めた状態になり、分包紙Ｓに対してインクを
射出して綺麗に印刷できる。
【０１１９】
　なお、本実施形態では、交差方向搬送部Ｔ１において分包紙Ｓが十分張り詰めた状態と
なるように付勢部５６を設けた例を示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、
付勢部５６を設けない構成としても良い。また、付勢部５６を交差方向搬送部Ｔ１の上流
側に配した例を示したが、これに代えて交差方向搬送部Ｔ１の下流側に付勢部５６と同様
のものを配し、交差方向搬送部Ｔ１から遠ざかる方向に分包紙Ｓを付勢するようにしても
良い。また、交差方向搬送部Ｔ１の上流側及び下流側の双方に付勢部５６に相当するもの
を配しても良い。
【０１２０】
　上述した薬剤分包装置１０では、第一搬送方向切替部４６及び第二搬送方向切替部４８
を構成する搬送ローラ５０として、中間部５２の外径ｄ１が両端部５４，５４の外径ｄ２
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よりも小さいものを採用している。そのため、図５（ｂ）に示すように、分包紙Ｓの搬送
方向と交差する方向（幅方向）の両端部５４において搬送ローラ５０が分包紙Ｓに接触し
、幅方向の中間部５２において搬送ローラ５０と分包紙Ｓとが接触するのを回避できる。
従って、第二搬送方向切替部４８においては、分包紙Ｓの幅方向中間部に施された印刷が
搬送ローラ５０との接触により品質低下するのを防止できる。具体的には、印刷直後の分
包紙Ｓが第二搬送方向切替部４８を通過する際、搬送ローラ５０の両端部５４，５４が分
包紙Ｓに接触し、分包紙Ｓの印刷部分は第二搬送方向切替部４８に接触しない。そのため
、分包紙に射出された乾いていないインクが、搬送ローラ５０に接触することがなく、イ
ンクの延びやニジミが生じない。また、第一搬送方向切替部４６においては、搬送ローラ
５０との接触により、印刷品質の低下の原因となる皺等が分包紙Ｓの印刷領域に形成され
るのを抑制できる。これにより、分包紙Ｓへの印刷品質を一層向上しうる。
【０１２１】
　なお、本実施形態では、第一搬送方向切替部４６及び第二搬送方向切替部４８を搬送ロ
ーラ５０によって構成した例を示したが、搬送機構４４に配された他のローラについても
搬送ローラ５０を採用したものであっても良い。また、第一搬送方向切替部４６及び第二
搬送方向切替部４８のいずれか一方又は双方を、搬送ローラ５０ではない通常のローラに
よって構成しても良い。
【０１２２】
　本実施形態の薬剤分包装置１０では、印刷部６０として、インク射出部６２がラインノ
ズル列６６を具備した、いわゆるラインノズル型のインクジェットプリンタが採用されて
いる。そのため、分包紙Ｓへの印刷に際し、インク射出部６２が往復動等の動作を行う必
要がない。これにより、印刷部６０の設置領域を最小限に抑制しつつ、分包紙Ｓへの印刷
をより一層高速化することができる。
【０１２３】
　なお、本実施形態では、印刷部６０としてラインノズル型のインクジェットプリンタを
採用した例を示したが、本発明はこれに限定されるものではない。すなわち、印刷部６０
は、インク射出部６２からインクを射出させて印刷可能なものであれば、他の印刷形式を
採用したものであっても良い。
【０１２４】
　上述したように、本実施形態の薬剤分包装置１０は、処方情報に基づいて分包対象であ
る薬剤の画像が薬剤画像データベース８６から選択され、選択された薬剤の画像が分包紙
Ｓに印刷される。そのため、薬剤分包装置１０によれば、薬剤の分包後に、薬剤師等が分
包紙Ｓに印刷された薬剤の画像と、実際に分包紙Ｓに分包されている薬剤とを比較するこ
とにより、処方通りに薬剤が分包されているかを目視により確認することができる。なお
、本実施形態では、薬剤の外観画像を分包紙Ｓに印刷する例を示したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、薬剤の外観画像を印刷しないものであっても良い。
【０１２５】
　また、本実施形態の薬剤分包装置１０は、色覚異常を有する患者の処方である場合に、
患者が識別困難な色を除く色により分包紙Ｓに印刷できる。従って、患者が色覚異常を有
する者であったとしても、分包紙Ｓに印刷された情報を容易に識別できる。なお、本実施
形態では、色覚異常を有する患者にも対応できるようにした例を示したが、本発明はこれ
に限定されるものではなく、このような機能を備えていないものであっても良い。
【０１２６】
　本実施形態では、印刷部６０により薬剤の服用時期や、種類、数量、患者名、患者の顔
写真等、種々の情報を印刷する例を示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、
他の様々な情報を印刷するようにしても良い。具体的には、処方データ等を示すバーコー
ドやカラーコードを分包紙Ｓに印刷するようにしても良い。また、曜日や服用時期等の分
類に応じて各分包袋Ｐに異なる色彩で印刷することにより、薬剤師や患者等が容易に分包
袋Ｐを分類可能としても良い。
【０１２７】
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　また、薬剤分包装置１０は、固形薬剤の分包に用いるものに限らず、散薬を分包するも
のであっても良い。散薬を分包する場合には、分包袋Ｐ内に概ね所定量の薬剤が分包され
ているか否かを目視で確認可能とすべく、図７に示すような目盛９０を分包袋Ｐに印刷す
ることが好ましい。このような目盛９０を設けることにより、目盛９０が設けられた角が
底となるように分包袋Ｐを傾け、目盛９０の位置まで散薬があるかを確認することにより
、概ね所定量の散薬が分包されているか否かの確認ができる。また、目盛９０をカラー印
刷することにより、黒色で印刷する場合のように目盛９０が散薬に紛れてしまうことを回
避し、目視による鑑査を容易に行うことが可能となる。さらに、薬袋の色と目盛９０の印
刷色を揃える等することにより、分包された薬剤を薬袋に入れる際に入れ間違いを抑制し
うる。
【０１２８】
≪薬剤分包装置１０の運用例について≫
　前述のとおり、制御装置７０は、薬剤分包装置１０を構成する各部の動作を制御するも
のである。制御装置７０は、ホストコンピュータ（図示せず）から処方データを受信し、
この処方データに基づいて制御プログラム７６ｂを実行する。これにより、薬剤供給部２
０、包装部３０、分包紙搬送部４０、及び印刷部６０の動作制御を実行する。分包紙Ｓに
印刷する印刷項目は、処方データに基づいて薬剤名称、薬剤画像、患者氏名、服用日時等
多岐に亘る情報を印刷することができる。これらの情報は、病院や薬局等の医療機関で用
いられているデータベースと連動し、運用されることが望ましい。
【０１２９】
　具体的には、患者情報を登録した患者マスタ、病棟情報を登録した病棟マスタ、利用者
情報を登録した利用者マスタ、施設情報を登録した施設マスタ、施設服用時期マスタなど
の、医療機関等で用いられる各種データベースを記録して用いることができる。前述の各
種マスタを用いて印刷項目の設定を行う場合、分包紙Ｓへ印刷する項目ごとに、どの色で
印刷を行うかの指示をあらかじめマスタごとに登録しておくことが望ましい。以下、各マ
スタにおける印刷設定等の一例について説明する。
【０１３０】
≪病棟マスタについて≫
　病棟マスタは、医療機関で病棟薬剤業務を行う担当薬剤師、病棟名、病棟コード等を登
録したデータベースである。病棟マスタにおいて、病棟のフロアごとに分包紙Ｓへの印刷
色を変える等の設定を行うことが可能である。病棟のフロアごとに分包袋Ｐに印刷された
分包印字色が異なれば、薬剤師等が分包袋Ｐを病棟ごとに振り分ける場合等に、印刷色ご
とに振り分けることが容易となり、投薬ミスを減少する効果が期待できる。
【０１３１】
≪施設マスタについて≫
　施設マスタには、施設名や施設コード等の情報が含まれる。施設マスタにおいて、施設
ごとに、かつ曜日ごとに分包袋Ｐへの印字色を設定することができる。これにより、曜日
に応じた印字色設定を、施設の要求に応じて印刷することが可能となる。
【０１３２】
≪施設服用時期マスタについて≫
　施設服用時期マスタには、施設名称や施設コード、朝食後や夕食後等の薬剤服用時期等
の情報が含まれる。施設服用時期マスタを活用することにより、薬剤分包装置１０は、施
設の求めに応じて印刷形態を変化させることができる。具体的には、朝食後に服用する薬
剤についての印刷は青、昼食後は緑等のように、施設毎に設定された要求に応えることが
可能となる。
【０１３３】
≪患者マスタについて≫
　患者マスタには、患者の氏名、患者ＩＤ、色覚異常の有無、生年月日等の情報が含まれ
る。図１０は、患者マスタへの情報の管理や登録を行うための操作画面の一例である、患
者マスタメンテナンス詳細画面１４０である。患者マスタメンテナンス詳細画面１４０に



(23) JP WO2016/152731 A1 2016.9.29

10

20

30

40

50

は、色覚異常の有無を表示する色覚異常表示欄１４２、分包印字色表示欄１４４、薬包画
像表示欄１４６等が設けられている。
【０１３４】
　上述した各マスタは、単独のデータベースとして用いてもよいし、複数のデータベース
を関連付けて運用してもよい。例えば、患者マスタと施設マスタとのリンク付けを行って
運用することもできる。患者マスタと施設マスタをリンク付けさせておく場合、分包対象
である薬剤を処方されている患者を選択するだけで、自動的に施設マスタにおいてあらか
じめ設定した印刷色が選択されるよう設定しておくことが望ましい。それにより、各施設
が担当する複数患者への薬剤分包の際、その都度施設の要求する印字色について各種資料
を参照しながら個別設定をする手間が省け、患者の選択のみで施設ごとの印刷設定色に応
じた印字色となるよう印刷が制御される。
【０１３５】
　なお、上述した各種マスタは、制御装置７０の記録装置７４に構築しても、その他ホス
トコンピュータ（図示せず）等に構築していてもよい。上述した各種マスタにて登録した
薬剤分包装置１０を用いた印刷設定は、後に詳述する印刷フォーマット設定画面１６０に
て選択することができる。また、各マスタで選択するための印刷用画像の設定や印刷画像
の登録等は、操作画面である画像選択画面１００や画像管理画面１２０などの各種操作画
面への入力を通じて行う。
【０１３６】
≪画像選択画面及び画像管理画面について≫
　画像選択画面１００について、図面を参照しつつ説明する。図８は、画像選択画面１０
０の一例を示している。画像選択画面１００は、分包袋Ｐへの印刷候補として多数登録さ
れている画像から、実際の印刷に利用する画像を予め選択しておくための操作画面である
。図８に示すとおり、画像選択画面１００には区分領域１０２が設けられている。区分領
域１０２には、裸錠ボタン１０２ａ、利用者ボタン１０２ｂ、診療科ボタン１０２ｃ等の
各種区分ボタンが設けられている。さらに、画像選択画面１００には、カラー・モノクロ
選択領域１０４、画像一覧表示領域１０６、選択画像表示領域１０８が設けられている。
区分領域１０２に設けられた各種区分ボタンのいずれか一つを選択すると、選択された区
分ボタンに応じて、区分ごとに登録されている画像の一覧が、画像一覧表示領域１０６に
表示される。さらに画像一覧表示領域１０６に表示された画像を選択すると、選択画像表
示領域１０８に選択された画像が拡大表示される。
【０１３７】
　図８の例では、診療科ボタン１０２ｃが選択されており、診療科を示すマークの一覧が
画像一覧表示領域１０６に表示されている。図８の画像選択画面１００において、薬剤分
包装置１０の利用者が印刷に使用するであろうと想定される診療科のマークを予め選択し
ておくことができる。具体的には、例えば、内科、眼科、耳鼻科の３診療科を有する病院
において、これらの診療科を示すマークを使用するように登録しておくような利用方法が
可能である。
【０１３８】
　また、カラー・モノクロ選択領域１０４には、カラー画像選択ボタン１０４ａとモノク
ロ画像選択ボタン１０４ｂとが設けられている。カラー画像選択ボタン１０４ａ及びモノ
クロ画像選択ボタン１０４ｂは、それぞれ印刷項目の印刷をカラーで行うのか、モノクロ
で行うのかを選択して登録するためのボタンである。
【０１３９】
　図９は、画像管理画面１２０の一例を示している。画像管理画面１２０においては、印
刷に用いる画像情報を管理する際に表示される操作画面である。例えば、新たな薬剤につ
いての外観画像を登録する場合には、画像管理画面１２０に設けられた画像パス指定ボタ
ン１２２を選択することにより、画像データの所在位置（パス）を指定できる。また、画
像パス指定ボタン１２２により指定された所在位置に存在する画像の一覧が、取込画像一
覧領域１２４に一覧表示される。画像管理画面１２０においては、一覧表示された画像か
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ら、印刷に用いるための画像として登録しておきたい画像を選択できる。
【０１４０】
　また、画像管理画面１２０には、カラー・モノクロ選択領域１２６が設けられている。
さらに、カラー・モノクロ選択領域１２６には、カラー画像選択ボタン１２６ａとモノク
ロ画像選択ボタン１２６ｂとが設けられている。画像管理画面１２０においては、カラー
画像選択ボタン１２６ａ及びモノクロ画像選択ボタン１２６ｂのいずれかを選択すること
により、画像管理画面１２０において印刷用として登録したいものとして選択された画像
を、カラー画像として登録するか、あるいはモノクロ画像として登録するかを選択できる
。
【０１４１】
　画像管理画面１２０には、登録済画像一覧領域１２８が設けられている。登録済画像一
覧領域１２８は、印刷に利用する画像として既に登録済のものを一覧表示するための領域
である。
【０１４２】
　画像管理画面１２０においては、画像パス指定ボタン１２２を用いて指定されたパスに
存在する登録候補の画像を取込画像一覧領域１２４に一覧表示させ、その中から登録した
い画像を選択すると共に、カラー・モノクロ選択領域１２６のボタンにより画像をカラー
あるいはモノクロのいずれで取り込むかを指定した後、追加ボタン１２７を選択すること
により、印刷に使用する画像として登録できる。登録が完了した画像は、取込画像一覧領
域１２４から登録済画像一覧領域１２８に移動する。このように、画像管理画面１２０を
用いることにより、印刷に利用するための画像を新たに追加する作業を容易かつ直感的に
行うことができる。
【０１４３】
≪モノクロ画像閲覧機能について≫
　上述した画像選択画面１００には、上述のとおり、カラー・モノクロ選択領域１０４が
設けられている。カラー画像選択ボタン１０４ａが選択されると、ディスプレイ７２ａに
表示される各種画像がカラーで表示され、モノクロ画像選択ボタン１０４ｂを選択すると
、各種画像はモノクロで表示される。カラー画像選択ボタン１０４ａを選択し、画像をカ
ラーで表示させている場合において、選択画像表示領域１０８に表示されているカラー画
像にカーソルを合わせると、表示されているカラー画像に隣接してモノクロ画像用のピク
チャボックス１１０が表示され、カラー画像をモノクロに置き換えた状態の画像が表示さ
れる。これにより、カラー画像をモノクロ画像に切り替えた場合の印刷イメージを簡単に
確認できる。これとは逆に、モノクロ画像選択ボタン１０４ｂを選択した状態で、選択画
像表示領域１０８に表示されているモノクロ画像にカーソルを合わせると、表示されてい
るモノクロ画像に隣接してカラー画像用のピクチャボックス１１０が表示され、モノクロ
画像をカラー画像に置き換えたものが表示される。これにより、モノクロ画像をカラー画
像に切り替えた場合の印刷イメージを簡単に確認できる。
【０１４４】
≪印刷フォーマットについて≫
　上述のとおり、制御装置７０において各種マスタ等のデータベースと連動し、印刷項目
の設定等を行うことで、分包紙Ｓへの印刷フォーマットを設定可能となる。図１１は、分
包紙Ｓへの印刷レイアウト等を決定するための、印刷フォーマット設定画面１６０である
。印刷フォーマット設定画面１６０には、印刷レイアウト設定部１６２、アイテムリスト
部１６４、薬品情報設定領域１６６、分包印字色設定部１６８ａが設けられている。薬品
情報設定領域１６６には、裸錠イメージチェックボックス１６６ａ、枠線設定チェックボ
ックス１６６ｂが設けられている。図１１に示すように、分包紙Ｓの印刷領域における印
刷項目は、アイテムリスト部１６４より患者名、薬剤名、担当薬剤師、服用時期、薬剤写
真等、必要に応じて選択が可能である。また、分包紙Ｓの印刷領域に薬剤画像を印刷しよ
うとする場合においては、裸錠イメージチェックボックス１６６ａを選択する。さらに、
選択された前記薬剤画像に対して枠線を設ける場合には、枠線設定チェックボックス１６
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６ｂを選択する。印刷フォーマットは、薬包印字や検薬印字等、印刷目的によって自由な
レイアウト設定を可能としている。さらに、上述した各マスタごとの印刷色設定について
は、分包印字色設定部１６８ａの下部に表示されるマスタ選択欄１６８ｂにより、選択可
能としている。本実施形態では、薬包印刷についての印刷フォーマット画面を示したが、
検薬包印刷フォーマット等、適宜設定が可能である。
【０１４５】
≪薬包に対する印刷についての具体的運用≫
　次に、薬剤分包装置１０を用いて薬包印字を行う場合の具体的な運用について、図面を
参照しながら説明する。図１２は、薬剤分包装置１０を用いて印刷した、分包袋２００（
分包袋Ｐ）の一実施形態である。分包袋２００には、医師に処方された薬剤が分包されて
いる。分包袋２００の薬包印字領域２２０には、服用日２２２ａ、服用時期２２２ｂ、患
者名２２２ｃ、薬局名称２２２ｄ、画像２２２ｅ、バーコード２２２ｆ等が印刷されてい
る。
【０１４６】
　分包袋２００に印刷された上記印刷項目は、ホストコンピュータ（図示せず）から送信
された処方データに基づいて、記録装置７４等に構築された各種マスタにおいて登録され
た印刷色等の設定に応じて印刷されている。具体的には、印刷フォーマット設定画面１６
０を介して、あらかじめ記録装置７４に記録されたマスタ、例えば施設服用日時マスタに
て登録されている印刷項目や印刷色にて服用日２２２ａ、服用時期２２２ｂ、患者名２２
２ｃ等を印刷する。
【０１４７】
　服用日２２２ａは、分包対象である薬剤を使用しようとする施設及び日時（曜日）に応
じた色の設定を可能としている。上述のとおり、施設服用日時マスタにおいて施設ごとの
曜日印字色をあらかじめ設定する。さらに、印刷フォーマット設定画面１６０のマスタ選
択欄１６８ｂで、施設服用時期マスタに従って印字色を設定する。これにより、薬局等が
施設の求めに応じて印刷色を設定する際に、随時他の資料を参照する等の手間を省くこと
ができる。また、施設においても服用日時ごとに印刷色を変更した分包薬を患者に服用さ
せる際、色彩による識別が可能となり、日時を間違えての薬剤の服用を減少させることが
期待される。
【０１４８】
　図１２に示す例において、画像２２２ｅは、分包袋Ｐに分包された薬剤に関して、同時
に服用してはいけない他の薬剤や飲食類等への注意喚起を表示するものとされている。図
１２の例では、注意喚起をいわゆるピクトグラムで表示することにより、患者が直感的に
注意喚起されている事項を把握可能とされている。なお、画像２２２ｅは、例えば担当薬
剤師や担当医師の顔写真等としてもよい。
【０１４９】
　また、本発明の薬剤分包装置１０ではカラー印刷が可能であるため、バーコード２２２
ｆは、１色で印刷された一次元あるいは二次元のバーコードだけでなく、いわゆる三次元
バーコード（多重多層高密度三次元コード／カラーバーコード）の印刷が可能となる。三
次元バーコードが印刷可能となることで、大容量のデータ格納が可能となる。これにより
、分包袋Ｐに目視可能な情報として印字されている情報だけでなく、患者や薬剤師、担当
医師、担当看護師等の写真情報等、多岐に亘る情報を付加することが可能となる。
【０１５０】
　ここで、上述したように、分包袋Ｐの印刷領域に薬剤画像を印刷しようとする場合には
、枠線設定チェックボックス１６６ｂを選択することによって薬剤画像に対して枠線を設
けることができる。これにより、分包袋Ｐに印刷された薬剤画像と、実際に分包された実
物の薬剤との混同を防止可能となり、特に分包後の鑑査時において、実際の薬剤と区別し
て確認することで誤鑑査を抑制可能となる。なお、分包袋Ｐに印刷する枠線は、いかなる
色で印刷されたものであっても良いが、例えば赤色等の色彩を有する色としたり、破線等
とすることにより、注意喚起できるものであることが好ましい。
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【０１５１】
≪検薬包に対する印刷についての具体的な運用≫　
　次に、薬剤分包装置１０を検薬包に用いた場合の実施例について、図面を参照しながら
具体的に説明する。図１３は、薬剤分包装置１０を用いて分包紙Ｓに印刷を行った場合の
検薬包３００の一実施態様を示している。検薬包３００は、薬剤分包装置１０により分包
された各分包袋Ｐに、処方どおりの薬剤が処方されているかどうかを確認するために印刷
されるものである。検薬包３００は、複数の分包袋Ｐが連なって帯状とされた分包袋連続
体のいずれの位置に形成されても良いが、通常は分包袋連続体の先頭あるいは末端に形成
される。図１３に示すとおり、検薬包３００の印刷領域３２０には、検薬包３００である
ことを示すためのタイトル３２２ａ、処方日３２２ｂ、患者名３２２ｃ、薬剤名称３２２
ｄ、薬剤画像３２２ｅ等が印刷されている。
【０１５２】
≪薬剤の使用期限による印刷色設定の例≫
　上述した分包袋Ｐへの印刷色設定に加え、分包袋Ｐへの薬剤名称等の情報を印刷する際
、分包しようとする薬剤の使用期限による印刷色の設定も可能である。例えば、薬剤の使
用期限がが処方日より７日以内であれば、薬剤名等の情報を赤色で印刷し、使用期限が１
４日以上先であれば黄色、使用期限が１５日以上先であれば青色とする等、種々の設定が
可能である。
【０１５３】
　上述のとおり、本発明の薬剤分包装置１０によれば、従来のインクリボンを用いた熱転
写式のプリンターによる分包紙Ｓへの印刷では成し得なかった、分包袋Ｐへの印刷項目の
自由なレイアウトや画像の印刷、さらには各印刷項目についての印刷色の選択等が可能と
なる。そのため、医療機関ごとの印刷項目や印刷色の設定が可能となり、処方された薬剤
の分配ミスや服用時期の間違いを回避する効果が期待される。
【０１５４】
≪インクの制御について≫
　本発明の薬剤分包装置１０については、上述のとおりインクジェット方式のプリンター
による印刷を採用している。インクジェットについては、一般的に黒色の使用頻度が高く
、黒色インクのみが減少しやすい。そのため、本発明の薬剤分包装置１０については、黒
色以外のインクの使用比率を監視し、黒色を表示する印刷を行うにあたり、黒色以外のイ
ンクを混ぜることにより黒色表示を行うよう、制御プログラム７６ｂが制御するようにし
ても良い。具体的には、各インクの残量を定期的に記憶あるいは確認し、所定の期間内に
黒色以外のインク残量に大きな変化が無いと予測される場合には、黒色以外のシアン、マ
ゼンダ、イエローの３色の掛け合わせにより黒色印刷を行うように制御する。
【０１５５】
≪所定期間内にインクを使い切るための印刷切替処理≫
　上述のとおり、インクジェットプリンタのインクについては、一般的には黒色の使用比
率が高く、黒色インクが他のインクより先に消耗する可能性が高い。また、インクジェッ
トプリンタのインクについては、所定期間以上使用しない場合にはインクの顔料などの成
分と溶媒などの成分とが分離してしまい、撹拌する必要が生じる。さらに、薬剤分包装置
１０の利用者が、ほとんど黒色しか使用しない場合には黒色以外のインクを所定期間以上
使用しない状況が発生する可能性が高くなる。そのため、本発明の薬剤分包装置１０では
、黒色印刷を行う際、上述のように黒色以外の色を掛け合わせることにより黒色印刷を行
う印刷方法（以下、「多色黒色印刷」とも称す）を実施し、黒色以外のインクを積極的に
使用することで所定期間以上使用しないインクの発生を防止する。すなわち、黒色インク
のみを用いた印刷方法（以下、「通常印刷」とも称す）においては、各色の使用比率は、
Ｃ：Ｍ：Ｙ：Ｋ＝０：０：０：１とされる。一方、多色黒色印刷を行う場合の各色の使用
比率は、例えばＣ：Ｍ：Ｙ：Ｋ＝１７：１７：１１：４等とされ、黒色インク以外のイン
クが多用される。
【０１５６】
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　上述した通常印刷と多色黒色印刷との切替処理は、例えば図１４に示すようなフローに
基づいて行われる。以下、上述した一連の多色黒色印刷への切替処理に関する動作につい
て、図１４を参照しながら詳細に説明する。
【０１５７】
（ステップ１－１）
　図１４の制御フローにおいては、先ずステップ１－１において、インク残量の比較対象
として任意の年月日（基準年月日Ａ）を設定し、基準年月日Ａにおける各色（ＣＭＹＫ）
のインク残量（Ａｍ）及び現在の年月日（現在年月日Ｂ）における各色のインク残量（Ｂ
ｍ）を取得する。なお、インク残量の数値には、実際に残存している容量を用いることが
可能であるが、インクタンクに１００％のインク残量がある場合を１００として、インク
が１００に対してどれぐらいの比率で残存しているかの数値（残存比率）を用いても良い
。
【０１５８】
（ステップ１－２）
　ステップ１－２においては、現在年月日Ｂにおける各色のインク残量（Ｂｍ）と基準年
月日Ａにおけるインク残量（Ａｍ）の差（Ｂｍ－Ａｍ）を算出し、あらかじめ設定した所
定値（ｎ１）未満かどうかを判断する。所定値ｎ１は任意に設定することができる。ここ
で差（Ｂｍ－Ａｍ）が所定値（ｎ１）以上である場合には、後述のステップ１－３に制御
フローが進められ、所定値（ｎ１）未満である場合には、後述のステップ１－１１に制御
フローが進められる。
【０１５９】
（ステップ１－３）
　ステップ１－３においては、基準年月日Ａと現在年月日Ｂにおけるインク残量の差、す
なわち［Ｂｍ－Ａｍ］の値から、インク消費量Ｌが算出される。なお、インク消費量Ｌの
数値は、実際の使用量であっても、インクタンクに１００％のインク残量がある場合を１
００として、インクが１００に対してどれぐらいの比率で消費したかを示す数値であって
も良い。
【０１６０】
（ステップ１－４）
　ステップ１－４においては、インク消費量Ｌの値が０未満であるか否かについて判断さ
れる。インク消費量Ｌの値が０未満である場合には、インクが充填されたものと判断され
、制御フローがステップ１－１１に進められる。一方、インク消費量Ｌが正の値であると
判断された場合には、制御フローがステップ１－５に進められる。
【０１６１】
（ステップ１－５）
　ステップ１－５においては、１日あたりのインク消費量ｉが算出される。なお、インク
消費量ｉの数値は、実際のインク使用量に限らず、インクタンクに１００％のインク残量
がある場合を１００として、インクが１００に対してどれぐらいの比率で消費したかを示
す数値であっても良い。１日あたりのインク消費量ｉは、［（インク消費量Ｌ）÷（現在
年月日Ｂ－基準年月日Ａ）］により算出することができる。その後、制御フローがステッ
プ１－６に進められる。
【０１６２】
（ステップ１－６）
　ステップ１－６においては、ステップ１－６においては１日あたりのインク消費量ｉに
基づき、１００％のインクを使い切るまでの期間（インク残存期間Ｆ）が算出される。イ
ンク残存期間Ｆは、〔１００÷（１日のインク消費量ｉ）〕により算出できる。その後、
制御フローが後に詳述するステップ１－７～ステップ１－９に進められ、黒色（Ｋ）とそ
れ以外の各色（ＣＭＹ）とのインク残存期間の関係が判断される。
【０１６３】
（ステップ１－７）
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　ステップ１－７においては、シアンのインク残存期間（Ｃｆ）から黒のインク残存期間
（Ｋｆ）を引いた値が、黒色インクの残存期間に対してあらかじめ設定した所定期間ｎ２
以上であり、かつシアンのインクの残存期間があらかじめ設定した所定期間ｎ３以上ある
か否かを判断する。これらの条件を満足しない場合には制御フローがステップ１－８に進
められ、満足する場合には制御フローがステップ１－１３に進められる。
【０１６４】
（ステップ１－８）
　同様に、ステップ１－８においては、マゼンタのインク残存期間（Ｍｆ）から黒のイン
ク残存期間（Ｋｆ）を引いた値が所定期間ｎ２以上であり、かつマゼンタのインクの残存
期間があらかじめ設定した所定期間ｎ３以上であるか否かを判断する。これらの条件を満
足しない場合には制御フローがステップ１－９に進められ、満足する場合には制御フロー
がステップ１－１３に進められる。
【０１６５】
（ステップ１－９）
　さらに、ステップ１－９においては、イエローのインク残存期間（Ｙｆ）から黒のイン
ク残存期間（Ｋｆ）を引いた値が所定期間ｎ２以上であり、かつイエローのインクの残存
期間があらかじめ設定した所定期間ｎ３以上であるか否かを判断する。これらの条件を満
足しない場合には制御フローがステップ１－１０に進められ、満足する場合には制御フロ
ーがステップ１－１３に進められる。
【０１６６】
（ステップ１－１０）
　制御フローがステップ１－１０に進んだ場合とは、黒色以外の各色のインクの残存期間
が黒色インクの残存期間に対して所定期間ｎ２未満であり、かつ、各色のインクの残存期
間があらかじめ設定した所定期間ｎ３未満の場合（ステップ１－７～ステップ１－９の各
ステップにおいてＮＯの場合）である。この場合には、黒色以外のインクを積極的に使用
しなくても良いため、通常印刷への切替処理が行われる。これにより、一連のフローが終
了する。
【０１６７】
（ステップ１－１１）
　制御フローがステップ１－１１に進んだ場合とは、ステップ１－２において現在年月日
Ｂにおける各色のインク残量（Ｂｍ）と基準年月日Ａにおけるインク残量（Ａｍ）の差（
Ｂｍ－Ａｍ）が所定値（ｎ１）未満であると判断された場合（ステップ１－２においてＹ
ＥＳ）、あるいはインク消費量Ｌの値が０未満であり新しいカートリッジに交換されたも
のと判断された場合（ステップ１－４においてＹＥＳ）である。この場合には、印刷方法
の切替を行うことなく、一連の制御フローが完了する。
【０１６８】
（ステップ１－１２）
　制御フローがステップ１－１２に進んだ場合とは、黒色以外の各色のインクの残存期間
が黒色インクの残存期間に対して所定期間ｎ２以上であるか、各色のインクの残存期間が
あらかじめ設定した所定期間ｎ３以上である場合（ステップ１－７～ステップ１－９のい
ずれかのステップにおいてＹＥＳの場合）である。この場合には、黒色以外のインクの残
量が多く、黒色以外のインクを積極的に使用することが好ましい。そこで、ステップ１－
１２においては、多色黒色印刷への切替処理が行われる。これにより、一連のフローが終
了する。
【０１６９】
　なお、上述した制御フローにおいては、ステップ１－７～ステップ１－９において黒色
（Ｋ）とそれ以外の各色（ＣＭＹ）とのインク残存期間の関係について各色毎に上述した
順番で順次判断することとしているが、本発明はこれに限定されるものではない。すなわ
ち、黒色（Ｋ）と他の各色（ＣＭＹ）とのインク残存期間の関係について判断する順番は
適宜入れ替えられても良い。また、黒色（Ｋ）と各色（ＣＭＹ）とのインク残存期間の関



(29) JP WO2016/152731 A1 2016.9.29

10

20

30

40

50

係についての判断を３工程に分けて実施するのではなく、単一の工程で一括して行うよう
にしても良い。
【０１７０】
　図１５は、インク残量とインク残存期間の関係を表すグラフである。縦軸はインク残量
を百分率（％）で示したものであり、横軸はインク残存期間を示している。図１５におい
て符号４０２は黒（Ｋ）、符号４０４はイエロー（Ｙ）、符号４０６はマゼンダ（Ｍ）、
符号４０８はシアン（Ｃ）のインク減少傾向を示している。図１５に示す例においては、
黒のインク残存期間（Ｋｆ）が約３５日であるのに対して、イエローのインク残存期間（
Ｙｆ）は約９０日、マゼンダのインク残存期間（Ｍｆ）は約１１９日、シアンのインク残
存期間（Ｃｆ）は約１２６日以上となっている。ここで、例えば上述した所定期間ｎ２を
０、所定期間ｎ３を６０日と設定した場合、図１５に示したケースは、図１４のフローチ
ャートにおけるステップ１－７、ステップ１－８、及びステップ１－９の各条件を満たし
ている。そのため、図１５のケースにおいては、多色黒色印刷への切替処理が行われるこ
ととなる。
【０１７１】
　上述した多色黒色印刷への切替処理により、黒色をほとんど使用しない印刷フォーマッ
トを用いて分包紙Ｓへの印刷を繰り返した場合であっても、黒色以外のインクを所定期間
以内に使い切らせることができる。また、インクを所定期間以上使用しない状況を避ける
ことでインク顔料などの組成物と溶媒などの組成物との分離を抑制できる。
【０１７２】
≪インク残量に基づく分包可能数量の算出方法≫
　ここで、インク残量から分包可能な数量を精度よく算出することができれば、インクを
極力最後まで使用することが可能となる。さらに、利用者の業務中のインク交換回数の減
少、さらにはインクロスの低減に貢献することができる。従って、薬剤分包装置１０にお
いては、現在のインク残量で可能な分包数量が予測できることが望ましい。
【０１７３】
　そこで、従来の熱転写式のインクリボンを用いた印刷の場合、分包サイズからインクリ
ボンの残量を計算することが可能であるため、インクリボンの残量から残り分包可能数量
の算出が可能であった。しかし、薬剤分包装置１０では、インクジェット方式の印刷を行
うため、利用者が設定する印刷フォーマットの内容は多岐に亘り、１包あたりのインク使
用量が利用者によって異なる。そのため、インクの残量のみからでは、残り何包分の分包
が可能であるかの予測が困難となる。そこで、薬剤分包装置１０では、実際に分包した分
包数量とインクの減少量を常に監視し、インクの残量が減少し、一定値に達した時に理論
値により残りの可能分包数を予測する。
【０１７４】
　具体的には、図１６に示すとおり、インク残量と分包数量の関係からインクの減少傾向
を示す傾きｇ（減少傾向指数）を算出する。インク残量が所定値ｙとなった時に、傾きｇ
に基づき現在のインク残量で印刷可能な包数ｘを算出する。傾きｇは、分包紙Ｓのサイズ
や印刷フォーマットによって異なる。そのため、利用者によって１包あたりのインク使用
量が異なったとしても、それに応じた傾きｇにより残りのインクで印刷可能な包数ｘを算
出することができる。利用者が、同じフォーマットを使用して連続して分包紙Ｓへの印刷
を行う場合には、同一色の使用頻度が高くなる。また、数種の印刷フォーマットを反復し
て印刷する場合には、「赤青黄赤青黄」といった具合に特定色が繰り返し使用される。利
用者によって異なるこれらの特定色の使用パターンもあらかじめ予測可能である。従って
、利用者によって異なる色の使用頻度のパターンを含めて傾きｇを算出し、現在のインク
残量から分包可能な包数ｘを精度良く予測する。その結果、インクを極力最後まで使用可
能とし、インクロスを最小限に抑制すると共に、利用者の業務中のインク交換回数を最小
限に抑制できる。
【０１７５】
　また、上記に加え、印刷方法をいわゆる中抜き設定とすることで、インクの消耗を抑制
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することができる。中抜き設定は、印刷される文字や記号等の印刷情報をなす輪郭線の印
刷濃度に対し、輪郭線によって囲まれた領域の印刷濃度が低くなるように印刷する印刷設
定である。さらに具体的には、中抜き設定は、インクジェットにより印刷を行う場合に、
ベタ印刷をせずに細かいドットやハッチングによって印刷する印刷設定である。これによ
り、インク使用量を節約することができる。
【０１７６】
≪ヘッドクリーニングのタイミング≫
　薬剤分包装置１０の印刷部６０には、上述のとおりインクジェット方式のプリンターが
採用されている。インクジェット方式のプリンターでは、ノズル６４の汚れによるインク
のかすれ等を防止するため、所定のタイミングでヘッドクリーニングなどのメンテナンス
動作を行う。ヘッドクリーニングのタイミングはいかなるタイミングで行われるものであ
ってもよいが、処方と処方との間、すなわち分包が行われないタイミングを利用してヘッ
ドクリーニングを行うよう印刷部６０が制御されることが望ましい。このような制御を行
うことにより、ヘッドクリーニングによるタイムロスを抑制しつつ、先の分包処理で形成
される最終包と後の分包処理の先頭包との間に形成される空包部分をヘッドクリーニング
に有効利用できる。
【０１７７】
≪乾燥抑制動作≫
　ここで、本実施形態の薬剤分包装置１０により連続して薬剤の分包を行う場合、先述の
とおり、分包対象である薬剤がカセット２２より供給される。そのため、１包分の薬剤供
給開始から薬剤供給が終了するまでの所定の時間中、ノズル６４はインクが射出されてい
ない状態となる。また、ノズル６４が乾燥すると目詰まりを発生し、インクのかすれ等が
生じる原因となる。そのため、本発明の薬剤分包装置１０においては、印刷実施後所定の
時間内にカセット２２から薬剤の供給が終了しない場合には、インク射出部６２に装着可
能なキャップ（図示せず）等の乾燥防止部材を設けておき、インクの射出を行わないタイ
ミングでノズル６４を乾燥防止部材によって乾燥しないように保護する動作（以下「乾燥
抑制動作」とも称す）を行うよう制御することが望ましい。印刷実施後、キャッピングを
実行するまでの所定の時間は、印刷部６０の装置特性や、インクの粘度、室内環境等によ
って異なるが、３～１０秒以内とするのが望ましい。また、カセット２２から供給される
１包分の薬剤の錠数が多数となる場合には、先後の印刷間隔が長くなるため、分包紙Ｓへ
の印刷終了後すぐインク射出部６２に対して乾燥抑制動作を行うよう印刷部６０が制御さ
れることが望ましい。
【０１７８】
≪紙管抵抗制御の改善≫
　次に、ロールセット部４２の紙管抵抗制御について、図面を参照しつつ説明する。図１
７は薬剤分包装置１０における分包紙Ｓの紙の流れを示した概略図である。図１７に示す
とおり、分包紙Ｓをロール状とした紙管Ｒは、ロールセット部４２にセットされている。
【０１７９】
　ロールセット部４２には、紙管Ｒに制動力を付与するためのモータ４３（制動部）が設
けられている。モータ４３の出力調整を行うことにより、紙管Ｒに作用する制動力（紙管
抵抗）の大きさを調整できる。具体的には、制御装置７０から紙管抵抗制御用として出力
されるアナログ出力信号に基づいてモータ４３に作用させる印可電圧を変化させることに
より制動力（紙管抵抗）を調整している。
【０１８０】
　包装部３０には、一対のヒータローラ３２，３２と、モータ３３，３３（駆動部）とが
設けられている。包装部３０は、モータ３３によってヒータローラ３２，３２を回転させ
、二つ折りとされた分包紙Ｓをヒータローラ３２，３２間を通過させることにより、分包
紙Ｓをシールして分包袋を成形できる。分包紙Ｓの紙送りが実行される間は、ヒータロー
ラ３２，３２による分包紙Ｓのシール動作が行われる。一方、分包紙Ｓの紙送りが停止し
ている間には、印刷部６０により分包紙Ｓへの印刷が実施される。分包紙Ｓは、ヒータロ
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ーラ３２，３２により分包紙Ｓを牽引搬送しつつ、ロールセット部４２のモータ４３のよ
り紙管抵抗を加えることで、分包紙Ｓに一定の張力を作用させ得る。
【０１８１】
　図１８には、ヒータローラ３２の紙送りのタイミングと、ロールセット部４２に作用す
る紙管抵抗との関係を時系列に示されている。図１８に示すとおり、分包紙Ｓの紙送り開
始と同時に、ロールセット部４２の紙管抵抗が通常抵抗となるよう制御される。これによ
り、分包時は比較的低い張力で分包紙Ｓが搬送される。一方、紙送りが停止するのと同時
に、ロールセット部４２の紙管抵抗を高くして制動力を高める制御がなされる。そのため
、分包紙Ｓに対する印刷時には、分包紙Ｓに十分な張力が与えられる。
【０１８２】
　上述のとおり、紙管抵抗はアナログ出力方式により制御されている。そのため、ＰＷＭ
方式による制御と比較して、ブレーキ停止信号についてＰＷＭ方式を採用した場合のよう
なタイムラグを抑制することができる。また、紙管抵抗を高くするための急激な電圧変更
にも対応し得る。
【０１８３】
　ここで、上述したＰＷＭ方式による制御とアナログ出力方式による制御に関し比較検討
すると、次のようになる。図１９（ａ）は、ＰＷＭ方式を採用した場合に制御装置７０か
ら出力される制御波形及びロールセット部４２の紙管抵抗を示している。Ｈは制御装置７
０から出力されるパルス信号の波形、Ｑは紙管抵抗の電圧を示している。図１９（ａ）に
示すとおり、ＰＷＭ方式による制御方法を採用した場合、所望のパルス幅を得て紙管抵抗
がブレーキ抵抗となるまでに（ブレーキ完了）、所定の時間Ｊが必要となる。ロールセッ
ト部４２のブレーキが完了するまでの所定の時間Ｊが経過する間に、紙管Ｒが惰性で回転
する。そのため、図１７に破線で示すとおり、時間Ｊ経過の間に供給された分包紙Ｓは、
交差方向搬送部Ｔ１において弛みＵとなる。
【０１８４】
　一方、図１９（ｂ）は、アナログ出力方式による制御を採用した場合に制御装置７０か
ら出力される制御波形及びロールセット部４２の紙管抵抗を示している。制御装置７０か
らの出力信号を受信した後、紙管抵抗が紙管Ｒの回転を停止させるために必要な大きさに
なるまでのタイムラグが殆ど無くなる。そのため、アナログ出力方式による制御を採用す
ることにより、ＰＷＭ方式の制御を採用した場合に生じる時間Ｊに相当するタイムラグを
抑制できる。
【０１８５】
　このように、ロールセット部４２のモータ４３をアナログ出力方式により制御すること
で、ヒータローラ３２の動作とのタイムラグを抑制してリアルタイムに制御することがで
きる。そのため、紙送り動作が停止した後に紙管Ｒが惰性で回転して余分な分包紙Ｓが供
給され、交差方向搬送部Ｔ１において分包紙Ｓが弛むことを抑制し、高品質な印字品質に
貢献できる。一方、紙送りの実行中（分包中）には、ロールセット部４２の紙管抵抗を低
減させ、分包紙Ｓにシワや袋サイズが縮むといった問題を回避できる。すなわち、分包紙
Ｓのシール時の分包品質及び印字品質のいずれについても高い品質を実現できる。
【０１８６】
≪印刷時の分包紙ばたつき防止≫
　上述のように、薬剤分包装置１０は、分包紙Ｓに対して安定した印刷品質を得るため、
交差方向搬送部Ｔ１において分包紙Ｓに十分な張力を確保している。このように分包紙Ｓ
への印刷品質を確保するため分包紙Ｓに対して張力を与えるほか、分包紙Ｓを吸引装置に
よって吸引して、保持することも可能である。具体的には、印刷部６０の下方であって交
差方向搬送部Ｔ１に位置する分包紙Ｓの印刷面の裏面近傍に位置するよう、吸引装置を設
けてもよい。分包紙Ｓに対する印刷時に、吸引装置が分包紙Ｓの印刷面裏面より分包紙Ｓ
を吸引する。これにより、分包紙Ｓが印刷時に安定して保持されて交差方向搬送部Ｔ１に
位置し、分包紙Ｓの印刷時のたわみや弛み、ばたつきを抑制し、安定して印刷を行うこと
ができる。
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【０１８７】
≪薬剤情報印字についての活用≫
　一般的に、薬局等においては患者に対する調剤の処方と同時に、処方された薬剤に関す
る情報、例えば薬剤名称や薬剤写真等の情報をプリンター等により印刷されたものを患者
に提供している。また、患者に処方された薬剤が分包された薬剤のみである場合であって
も、これらの処方された薬剤情報を別途プリンター等により印刷し、患者に提供すること
が想定される。このような場合、薬剤師等が、分包対象である薬剤とこれらの印刷物とを
照らし合わせ、該当患者のものであるか等の確認作業を行う必要がある。
【０１８８】
　上述のとおり、本発明の一実施形態にかかる薬剤分包装置１０は、インクジェット方式
による印刷方法を採用している。そのため、薬剤等の写真画像を分包紙Ｓに対して印刷で
きる。薬剤分包装置１０によれば、薬剤が分包されていない１包又は複数包分の分包紙Ｓ
の空包に対して、分包対象である薬剤の情報を印刷し、これらの薬剤情報が印刷された分
包紙Ｓの空包をプリンター等により印刷された薬剤情報に替えて患者に提供できる。これ
により、上述したプリンター等による印刷物を別途準備する作業が軽減される。さらに、
薬剤師等がこれらの印刷物に印刷された薬剤情報と分包対象である薬剤とが一致している
か、また該当患者に対して処方された薬剤であるか等を照らし合わせるための作業負担が
軽減される。
【０１８９】
　また、上述したように分包対象である薬剤の写真画像を空包に印刷可能とする場合、そ
の印刷形態を適宜選択可能であることが望ましい。具体的には、薬剤の写真画像を印刷す
る際のレイアウトを、ユーザーが列数や行数を設定することにより変更可能としても良い
。また、処方された薬剤の用法が服用時期によって相違している場合（不均等用法の場合
）には、服用時期毎に区別して薬剤の写真画像を印刷し、服用時期によらず用法が同一で
ある場合（均等用法の場合）には、服用時期毎に区別することなく薬剤の写真画像を印刷
するようにしても良い。具体的には、朝・昼・晩の３回に亘って薬剤を服用すべき場合に
、朝・昼・晩の３回で用法が相違している場合には、朝に服用する薬剤の写真画像、昼に
服用する薬剤の写真画像、及び晩に服用する薬剤の写真画像をそれぞれ区別して印刷すよ
うにしても良い。一方、朝・昼・晩の３回で用法が同一である場合には、各服用時に服用
する薬剤の写真画像を朝・昼・晩で区別することなく印刷するようにしても良い。さらに
、不均等用法の場合には、薬剤の写真画像を服用時期の早い順番に服用時期毎に印刷する
ようにしても良い。
【０１９０】
　また、薬剤の写真画像を印刷する場合の印刷形態については、上述したもの以外にも種
々の方法を採用することができる。具体的には、各薬剤毎の名称等の文字情報（以下「薬
剤文字情報」とも称す）の印字に続いて写真画像を印刷する方法、分包されている各薬剤
についての薬剤文字情報を纏めて印刷した後、各薬剤の写真画像を纏めて印刷する方法等
の印刷形態で印刷可能としても良い。また、各薬剤の写真画像を纏めて印刷する方法にお
いては、服用時期によらず各薬剤の写真画像を纏めて印刷する方法や、服用時期に応じて
各薬剤の写真画像を分類して印刷する方法等を採用可能である。さらに、薬剤の写真画像
と、分包されている実物の薬剤とを容易に判別可能とするための表示形態を採用可能とし
ても良い。具体的には、薬剤の写真画像を枠線で囲む等して、写真画像と実物の薬剤とを
容易に判別可能な印刷形態を採用可能としても良い。これらの印刷形態を適宜選択あるい
は組み合わせ可能とすることにより、ユーザーの用途や趣向に応じた印刷形態で印刷可能
となり、利便性が向上する。
【０１９１】
　上述した薬剤分包装置１０において用いる分包紙Ｓは、いかなる材質で形成されたもの
であってもよいが、インクジェット方式のプリンターを印刷部６０に採用したものである
ため、インクの乗りや発色等を考慮して最適なものを選択することが望ましい。具体的に
は、分包紙Ｓは、基材となる樹脂製のフィルムや紙などのシート状素材の表面にインクを
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受容するのに適した受容層を設けたものとすることが望ましい。さらに詳細には、受容層
として少なくとも１種のカチオン性の水溶性ポリマーを基材中又は基材上に設けたインク
受容層中に含有したものであることが好ましい。さらに詳細には、受容層には、カチオン
性のポリマーにポリアリルアミン誘導体を配合したものなどが好適に利用可能である。
【０１９２】
≪薬包分割処理に係る薬包へのライン印刷≫
　続いて、同時に服用すべき薬剤を連続する複数の分包袋に分けて分包する処理（薬包分
割処理）及び薬包分割処理による運用について説明する。薬包分割処理により薬剤が複数
の分包袋に分けて分包される場合、患者による薬剤の服用漏れを防止する等の観点から、
分包袋に対して分割数が分かるような識別情報を付すことが望ましい。具体的には、例え
ば薬包分割処理が２包に亘る場合であれば「１／２」、「２／２」とそれぞれの分包袋に
印字を行い、薬包分割処理に係る一連の分包袋であることを識別可能とすることが望まし
い（図２０（ａ）参照）。
【０１９３】
　また、上述したように分割数を文字等で記載することに加えて、あるいは文字等で記載
することに代えて、薬包分割処理に係る分包袋に亘ってラインなどの識別情報（薬包分割
識別情報）を付すようにしても良い。具体的には、図２０（ｂ）に示すように、薬包分割
処理による分包袋Ｐ１，Ｐ２に対して、分割数（１／２，２／２など）を印刷すると同時
に、分包袋Ｐ１，Ｐ２に亘って印刷される薬包分割識別ライン２５０（薬包分割識別情報
）を印刷するようにしても良い。
【０１９４】
　薬包分割識別ライン２５０（薬包分割識別情報）は、図２０（ｂ）に示すとおり、分包
紙Ｓの搬送方向に延びるラインとされている。図２０（ｂ）には、薬包分割識別ライン２
５０が、薬包分割処理に係る２包の分包袋Ｐ１，Ｐ２対して印刷された分包袋Ｐの一例を
示している。図２０（ａ），（ｂ）に比較して示すとおり、分割数の文字列（１／２，１
／２）だけが印刷された分包袋Ｐよりも、薬包分割識別ライン２５０が印刷された分包袋
Ｐ１，Ｐ２は、一連の薬包であることを視覚的に認識しやすくなる。
【０１９５】
　このように、薬剤分包装置１０は、薬包分割処理を行う場合に薬包分割識別ライン２５
０を印刷することにより、薬包分割に係る分包袋Ｐ１，Ｐ２であることを直感的に認識可
能としている。これにより、患者が高齢者である場合等、比較的容易に薬包分割に係る一
連の分包袋Ｐであることを認識することができる。
【０１９６】
　なお、図２０（ｂ）に示す例においては、薬包分割識別情報として薬包分割識別ライン
２５０を採用した例を示したが、本発明はこれに限定されるものではない。具体的には、
図２０（ｃ）や図２０（ｄ）のように文字や模様などの識別情報を複数の分包袋に亘って
一連となるように印刷したものを薬包分割識別情報としても良い。また、薬包分割識別ラ
イン２５０などの薬包分割識別情報は、図２０（ｂ）に示すように薬包の幅方向全体に印
刷されている必要はなく、例えば図２０（ｅ）のように薬包の境界部分において連続する
分包袋に亘って印刷するようにしても良い。
【０１９７】
　なお、図２０に示す例においては、薬包分割処理により形成された複数の分包袋に亘っ
て（跨がって）薬包分割識別ライン２５０などの薬包分割識別情報を付した例を示したが
、本発明はこれに限定されるものではない。具体的には、薬包分割処理により形成された
複数の分包袋に、薬包分割処理に係る分包袋である旨を記す文字や記号などの情報を印刷
するようにしても良い。具体的には、図２１（ａ）に示す薬包分割識別情報Ｍのような記
号や文字等を印刷するようにしても良い。かかる構成とした場合についても、比較的容易
に薬包分割に係る一連の分包袋Ｐであることを認識することができる。
【０１９８】
　また、上述した薬包分割識別情報は黒色などの無彩色で印刷することも可能であるが、
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有彩色で印刷すれば、視認性や識別性をより一層向上させうる。また、薬剤を分包した分
包袋を撮影した画像に基づいて自動あるいは半自動で行う鑑査装置のように、画像解析に
より薬包分割識別情報が付されたものであるか否かを識別する必要がある場合には、有彩
色により薬包分割識別情報を印刷することにより、識別精度や識別速度をより一層向上さ
せうる。
【０１９９】
　具体的には、薬包分割処理により形成された複数の分包袋に対し、薬包分割識別情報を
有彩色で印刷した場合、上述した画像解析に際して、輝度、彩度、色相の三要素の観点か
ら薬包分割識別情報であるか、薬剤や異物などの薬包分割識別情報以外のものであるかを
容易かつ精度良く判別可能となる。従って、薬包分割識別情報を有彩色で印刷すれば、鑑
査装置などで行われる画像解析の精度や速度を向上させうる。
【０２００】
　また、薬包分割処理を複数回行った場合には、複数の分包袋からなる分包袋群が複数群
形成される。このような場合には、分包袋群の識別が可能なように、分包袋群毎に薬包分
割識別情報の色や形状、内容等を相違させることが望ましい。具体的には、例えば図２１
（ｂ）に示す薬包分割識別情報Ｍ１，Ｍ２のように分包群毎に異なるものを印刷すること
が望ましい。これにより、分包袋群同士の識別が明確になり、異なる分包群をなす分包袋
の薬剤を誤って服用してしまう等の問題を未然に防止できる。
【０２０１】
　また、薬剤分包装置１０では、同時に服用すべき薬剤が単一の分包袋Ｐに同封すること
により性質の変化が生じると規定されている薬剤が処方されている場合、上述した薬剤分
割処理を実行することが好ましい。分包対象を散薬とする場合において、単一の分包袋Ｐ
に同封すると、変色、変質、効力低下などの薬剤の性質変化（配合変化）が生じる可能性
がある組み合わせの薬剤が一服用分として処方される場合がある。具体的には、アルカリ
性の薬剤と酸性の薬剤とが分包対象である薬剤として処方されている場合などは、配合変
化が生じるおそれがある。そのため、上述した薬剤分割処理を実行して別々に分包するよ
うに処方の処理方法を変更し、配合変化が懸念される薬剤が同一包に分包されるのを回避
することが好ましい。
【０２０２】
　このように、配合変化を理由として薬包分割処理が実行され、同時に服用すべき複数種
類の薬剤が複数の分包袋に対して分包された場合にも、薬包分割識別情報として薬包分割
識別ライン２５０などを付すようにすれば、これらの分包袋Ｐを患者等が容易に認識し得
る。これにより、患者が同時に服用すべき薬剤を飲み忘れることを抑制することが期待さ
れる。
【０２０３】
≪合成画像形成処理について≫
　続いて、本発明の薬剤分包装置１０における合成画像形成処理について、図２２及び図
２３を参照しつつ説明する。薬剤分包装置１０は、薬剤画像データベース８６より所定の
画像を選択して合成画像５３０を形成し、合成画像５３０を分包紙Ｓに対する印刷対象と
することができる。以下、合成画像形成処理について具体的に説明する。
【０２０４】
　上述のとおり、薬剤画像データベース８６は、薬剤の外観を示す画像をデータベース化
したものである。薬剤画像データベース８６は、実画像データベース８７及びイメージ画
像データベース８８を備えている。
【０２０５】
　実画像データベース８７は、薬剤の外観写真画像である実画像５２０をデータベース化
している。実画像５２０は、薬剤の外観色が判別可能となるような画像とされている。
【０２０６】
　イメージ画像データベース８８は、薬剤の外観を輪郭線等により再現したイメージ画像
５１０をデータベース化したものである。イメージ画像５１０には、薬剤の外観を輪郭線
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により再現した輪郭線５１２の他、薬剤に付されている印字又は刻印に係る情報を文字又
は線画として再現した識別コード情報５１４が含まれる。
【０２０７】
　合成画像形成処理は、先ず分包対象である薬剤に係るイメージ画像５１０及び実画像５
２０を、イメージ画像データベース８８及び実画像データベース８７より、それぞれ選択
する。続いて、選択されたイメージ画像５１０の輪郭線５１２内の領域５１６の色彩を、
領域５１６に対応する実画像５２０中の領域の色彩と合わせて合成画像５３０が形成され
る。
【０２０８】
　次に、図面を参照しつつ合成画像形成処理の具体例について説明する。図２２は、カプ
セル錠である薬剤の合成画像形成処理が実行される場合の合成画像５３０ａの形成イメー
ジを示している。合成画像５３０ａは、先ず分包対象である薬剤のイメージ画像５１０ａ
及び実画像５２０ａが、イメージ画像データベース８８及び実画像データベース８７より
、それぞれ選択される。続いて、イメージ画像５１０ａの輪郭線５１２ａに含まれる領域
５１６ａの色彩として、実画像５２０ａ中の領域５１６ａに対応する領域における色彩で
ある外観色５２２ａが抽出される。次に、イメージ画像５１０ａのうち領域５１６ａに対
して外観色５２２ａが配され、合成画像５３０ａが形成される。
【０２０９】
　薬剤がカプセル錠である場合、実画像５２０ａにおいては薬剤の外観に付された印字が
薬剤の側面で切れてしまい、これらの印字を完全に確認できない。一方、イメージ画像５
１０ａにおいては、識別コード情報５１４として文字情報により再現され、薬剤の外観に
付された文字全体を文字情報として目視することができる。合成画像５３０ａにおいては
、これらの識別コード情報５１４に加えて外観色５２２ａが配されることにより、見やす
くリアルな画像として合成される。
【０２１０】
　図２３は、薬剤が素錠である場合の合成画像５３０ｂの合成画像形成処理イメージを示
している。実画像５２０ｂを分包紙Ｓに印刷した場合では、素錠の外観に付された刻印が
写真画像として再現されるため、薬剤の影の濃淡により刻印の内容を判別することが困難
となる。一方、イメージ画像５１０ｂとの合成による合成画像５３０ｂでは、識別コード
情報５１４ｂにより線画として表現された刻印が鮮明に再現される。
【０２１１】
　このように、合成画像５３０を印刷対象画像とすることにより薬剤の外観色、輪郭、識
別コード等がリアルに分包紙Ｓに再現される。その結果、目視による鑑査において、画期
的な改善が見込まれる。なお、薬剤の印刷対象画像は、合成画像５３０を用いずに実画像
５２０又はイメージ画像５１０のいずれかを用いることとしてもよい。
【０２１２】
≪インクの乾燥不良防止のための分包紙搬送速度切り替え≫
　薬剤分包装置１０は、いわゆるインクジェット方式の印刷部６０を備えたものである。
そのため、印刷対象とされた画像等が印刷に際してインクを多く使うものであるなどして
、インクが乾燥するまでに時間を要する場合が想定される。また、インクが十分に乾燥し
ていない乾燥不良の状態で分包紙が次工程に送られると、様々な不具合の原因となる懸念
がある。インクの乾燥不良による不具合の発生を抑制すべく、薬剤分包装置１０は、印刷
部６０による印刷後、次工程に到達するまでの間にインクが乾燥するように、インクの使
用量に応じて分包紙Ｓの搬送速度を変化させるなどすることが好ましい。具体的には、通
常の搬送速度で分包紙Ｓを搬送すると、乾燥不良のまま分包紙が印刷の次工程に到達する
懸念があるような画像である場合には、分包紙の搬送速度を低下させるよう分包紙Ｓの搬
送速度の切り換えを可能としている。
【０２１３】
　インクの乾燥不良が懸念されるか否かは、分包紙Ｓに印刷される所定の画像の画素数が
所定の閾値を超えるか否かを判断することにより行う。
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【０２１４】
　本実施形態に係る薬剤分包装置１０では、インクの乾燥不良のおそれの有無は、先ず所
定の印刷画像を所定のビットマップファイルとして読み込み、ビットマップファイルの輝
度及び画素数をヒストグラムとして算出する。次いで、算出されたヒストグラムにおいて
いずれかの輝度における画素数が、任意で設定された閾値以上である場合、同じ色が多く
使用されており、インクの乾燥不良が生じる可能性が高い印刷内容であると判断される。
インクの乾燥不良が生じる可能性が高い印刷内容であると判断されると、印刷制御部８４
により分包紙Ｓの搬送速度を下げるよう制御される。
【０２１５】
　以下、薬剤分包装置１０の分包紙Ｓの搬送速度切り替えについて、図２４のフローチャ
ートに沿って具体的に説明する。
【０２１６】
（ステップ２－１）
　先ずステップ２－１において、分包紙Ｓへの印刷対象として選択された所定の画像をビ
ットマップファイルとして読み込む。その後、制御フローはステップ２－２に進められる
。
【０２１７】
（ステップ２－２）
　続いて、ステップ２－１において読み込まれたビットマップファイルについて、前記ビ
ットマップファイルについて輝度ごとの画素数がヒストグラムとして算出される。その後
制御フローはステップ２－３に進められる。
【０２１８】
（ステップ２－３）
　ステップ２－２において算出されたヒストグラムにおいて、いずれかの輝度において画
素数が所定の閾値を超えているか否かが評価される。いずれかの輝度において画素数が閾
値を超えていると評価された場合は、同じ色を多く使用しており、インクの乾燥不良が生
じる可能性が高い印刷画像であると判断され、制御フローはステップ２－４に進められる
。一方、いずれの輝度においても画素数が閾値未満であると評価された場合は、インクの
乾燥不良が生じるおそれは低いと判断され、制御フローはステップ２－５に進められる。
【０２１９】
（ステップ２－４）
　ステップ２－４においては、搬送速度を下げて分包紙Ｓが搬送されるよう制御され、一
連の制御フローは完了する。
【０２２０】
（ステップ２－５）
　ステップ２－５においては、分包紙Ｓの搬送速度を通常の搬送速度とするよう制御され
、一連の制御フローは完了する。
【０２２１】
　図２５は、分包紙Ｓへの印刷対象画像及び算出されたヒストグラムを示している。図２
５（ａ）は、印刷対象画像をビットマップで表現したビットマップ画像４２０、図２５（
ｂ）は、ビットマップ画像４２０の輝度値を横軸とし、前記輝度値に対応した画素の数を
縦軸としたヒストグラムとして算出されたものを示すグラフである。
【０２２２】
　図２６には、ベタ塗り部分の少ない画像及びベタ塗り部分が多い画像、それぞれのヒス
トグラムを比較して示している。図２６（ａ）に示すビットマップ画像４２０ａは、印刷
対象画像全体に対してベタ塗り箇所が少なく、いずれの輝度においても閾値を超える値は
存在しない。この場合、同じ色は多く使用されていないためインクの乾燥不良が生じる可
能性は低いと判断され、分包紙Ｓは通常の速度により搬送される。
【０２２３】
　一方、図２６（ｂ）に示すビットマップ画像４２０ｂは、印刷対象画像全体に対してベ
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タ塗り箇所が多く存在し、画素数が閾値を超える輝度が存在している。この場合、印刷対
象画像に同じ色が多く使用されているためインクの乾燥不良が生じる可能性が高いと判断
され、分包紙Ｓは速度を下げて搬送される。
【０２２４】
　このように、薬剤分包装置１０は、印刷対象画像の輝度及び画素数をヒストグラムとし
て算出し、画素数が所定の閾値以上であるか否かにより、インクが乾燥しにくくベタ付く
可能性が高い印刷対象画像を抽出して、分包紙Ｓの搬送速度を切り替え可能としている。
これにより、印刷対象画像の内容により印刷速度を変化させることが可能となる。その結
果、これらの画像の印刷に際し印刷が乾燥する時間を作ってインクの乾燥不良を抑制しつ
つ、効率的な運用を行うことができる。
【０２２５】
　なお、上述した閾値は、ユーザーの任意により設定することができる。また、色ごとに
異なる閾値を設定してもよい。所定のビットマップファイルとして読み込む印刷対象画像
は、１包分の分包紙Ｓのうち所定の領域としてもよいし、１包分の分包紙Ｓ全体をビット
マップファイルとして読み込むものとしてもよい。
【０２２６】
　また、本実施形態では、印刷対象である画像のＨＳＬ情報のうち、輝度（Ｌｉｇｈｔｎ
ｅｓｓ）情報を指標としてインクの乾燥不良の発生可能性を推定し、分包紙Ｓの搬送速度
を調整する例を示したが、本発明はこれに限定されるものではない。具体的には、印刷対
象である画像のＨＳＬ情報のうち、他の成分である色相（Ｈｕｅ）・彩度（Ｓａｔｕｒａ
ｔｉｏｎ）をインクの乾燥不良の発生可能性を推定するための指標としても良い。また、
印刷対象である画像のＨＳＬ情報に代えて、ＲＧＢ情報をインクの乾燥不良の発生可能性
を推定するための指標として採用し、分包紙Ｓの搬送速度を調整するようにしても良い。
【０２２７】
≪薬剤区分認識情報の印刷について≫
　続いて、薬剤区分を識別するための情報を分包紙Ｓに対して印刷する場合について説明
する。薬剤分包装置１０は、分包対象である薬剤が所定の薬剤区分に属すものであること
を条件として、所定の薬剤区分の認識を可能とする情報（薬剤区分識別情報）を分包紙Ｓ
に対して印刷することができる。
【０２２８】
　薬剤区分は、薬剤の属性、例えば劇薬、毒薬、麻薬、抗生物質、抗癌剤、血液製剤、向
精神薬等の属性に基づいて薬剤を区分した情報である。薬剤区分は、薬剤に関する情報を
データベース化した薬剤データベースに蓄積されている情報を用いることができる。薬剤
データベースには、薬剤毎に薬剤区分に関する情報、すなわち薬剤区分の種類、これらの
薬剤区分毎の優先順位等が蓄積されている。
【０２２９】
　上述した薬剤区分を認識可能とするための情報（薬剤区分認識情報）は、図２７（ａ）
，（ｂ）に示すとおり、印刷領域３２６に対して印刷可能とされている。薬剤区分認識情
報３２４は、印刷領域３２６に対して印刷され、目視により認識可能となる。
【０２３０】
　印刷領域３２６は、薬剤画像３２２ｅを取り囲む矩形の枠線形状として設けられる。図
２７（ａ）に示すとおり、印刷領域３２６には、薬剤区分認識情報３２４を印刷すること
ができる４つの印刷区間が設けられている。すなわち、印刷領域３２６は、周方向に４つ
の印刷区間、第一印刷区間３２８ａ、第二印刷区間３２８ｂ、第三印刷区間３２８ｃ及び
第四印刷区間３２８ｄを備えている。
【０２３１】
　薬剤区分認識情報３２４は、上述した印刷領域３２６に印刷される。図２７（ｂ）に示
すとおり、薬剤区分認識情報３２４は、分包紙Ｓに対して薬剤区分認識情報３２４が印刷
された状態において薬剤画像３２２ｅの周囲を取り囲むように印刷される。これにより、
薬剤画像３２２ｅとして印刷された薬剤が所定の薬剤区分に属することを直感的に認識可
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能となる。
【０２３２】
　また、薬剤区分識別情報３２４は、薬剤区分に応じてあらかじめ設定された印刷色によ
り印刷される。これにより、薬剤画像３２２ｅとして印刷された薬剤に係る薬剤区分の種
別を認識することができる。
【０２３３】
　なお、これらの薬剤区分に応じた印刷色は、先述した印刷フォーマット設定画面１６０
への操作を通じて設定可能としてもよい。
【０２３４】
　印刷領域３２６には、上述した４つの印刷区間に対して、異なる薬剤区分識別情報３２
４を最大４種印刷することができる。すなわち、分包対象とされた１つの薬剤が複数の薬
剤区分に属する場合には、これらの複数の薬剤区分が、薬剤区分に応じた設定色によりそ
れぞれ第一印刷区間３２８ａ、第二印刷区間３２８ｂ、第三印刷区間３２８ｃ及び第四印
刷区間３２８ｄへと印刷される。
【０２３５】
　次に、薬剤区分の優先順位に応じた薬剤区分認識情報３２４の印刷方法について説明す
る。上述のとおり、薬剤区分にはその種類に応じて予め優先順位が設定されている。薬剤
分包装置１０は、分包対象とされた１つの薬剤が複数の薬剤区分に属する場合には、薬剤
区分の優先順位が高いものを最大４種選択する。これらの選択された薬剤区分は、薬剤区
分に応じて予め設定された印刷色により薬剤区分認識情報３２４として印刷領域３２６に
印刷される。
【０２３６】
　分包対象とされた１つの薬剤が５種以上の薬剤区分に属する場合には、薬剤区分の優先
順位が高い順から４種の薬剤区分が選択される。これらの４種の薬剤区分に対応する４つ
の薬剤区分識別情報３２４ａ，３２４ｂ，３２４ｃ，３２４ｄは、それぞれ設定された印
字色により、第一印刷区間３２８ａ、第二印刷区間３２８ｂ、第三印刷区間３２８ｃ及び
第四印刷区間３２８ｄに対して印刷される。
【０２３７】
　図面を参照しつつ、複数の薬剤区分に属する薬剤に係る薬剤区分識別情報３２４の印刷
について説明する。図２８（ａ）は、４つの薬剤区分に属する薬剤に係る薬剤区分認識情
報３２４の印刷例である。図２８（ａ）に示すとおり、薬剤区分識別情報３２４は、４つ
の薬剤区分に応じた印刷色により、薬剤区分認識情報３２４ａ，３２４ｂ，３２４ｃ，３
２４ｄとして印刷される。また、これらの薬剤区分認識情報３２４ａ，３２４ｂ，３２４
ｃ，３２４ｄは、第一印刷区間３２８ａ、第二印刷区間３２８ｂ、第三印刷区間３２８ｃ
及び第四印刷区間３２８ｄに対して印刷される。これにより、１つの薬剤が属する４つの
薬剤区分を識別することができる。
【０２３８】
　図２８（ｂ）は、分包対象とされた１つの薬剤が２つの薬剤区分に属する場合の薬剤区
分認識情報３２４の印刷例である。分包対象とされた薬剤が２つの薬剤区分に属する場合
には、２つの薬剤区分識別情報３２４ａ、３２４ｂが印刷領域３２６に対して印刷される
。具体的には、第一印刷区間３２８ａ及び第三印刷区間３２８ｃには薬剤区分識別情報３
２４ａが、第二印刷区間３２８ｂ及び第四印刷区間３２８ｄには、薬剤区分識別情報３２
４ｂが印刷される。このように、２つの薬剤区分に係る薬剤区分識別情報３２４ａ，３２
４ｂが薬剤画像３２２ｅを取り囲むように印刷される。
【０２３９】
　図２８（ｃ）は、分包対象とされた１つの薬剤が３つの薬剤区分に属する場合の薬剤区
分認識情報３２４の印刷例である。３つの薬剤区分に係る薬剤区分識別情報３２４ａ，３
２４ｂ，３２４ｃが印刷領域３２６に印刷される。薬剤区分識別情報３２４ａ，３２４ｂ
，３２４ｃは、それぞれに係る薬剤区分が、第一、第二、第三の優先順位として選択され
ている。
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【０２４０】
　薬剤分包装置１０は、分包対象とされた薬剤が３つの薬剤区分に属する場合には、優先
順位の最も高い薬剤区分に係る薬剤区分識別情報３２４ａを第一印刷区間３２８ａ及び第
三印刷区間３２８ｃの２つの印刷区間に対して印刷する。そして、第二の優先順位として
選択された薬剤区分に係る薬剤区分識別情報３２４ｂを第二印刷区間３２８ｂへ、第三の
優先順位として選択された薬剤区分に係る薬剤区分識別情報３２４ｃを第四印刷区間３２
８ｄへと、それぞれ印刷する。このように、３つの薬剤区分に属する薬剤に係る薬剤区分
認識情報３２４が、薬剤画像３２２ｅを取り囲むように印刷される。
【０２４１】
　このように、薬剤分包装置１０は、４つに区画された印刷領域３２６に対してそれぞれ
の区画に対して異なる薬剤区分認識情報３２４を印刷可能としている。これにより、分包
対象とされた薬剤が複数の薬剤区分に属する場合において、これらの薬剤区分を認識可能
としている。これにより、複数の薬剤区分に属する薬剤について、これらの薬剤区分に関
する情報を目視可能とし、薬剤の取扱者に対して複数の薬剤区分に応じた注意喚起を行う
ことが可能となる。
【０２４２】
　なお、本実施形態においては最大４つの薬剤区分識別情報３２４を印刷領域３２６に対
して印刷可能とした例を示したが、印刷領域３２６を丸型又は多角形の枠線形状として５
以上の印刷区間を設けてもよい。
【０２４３】
≪分包停止時の印字隙間の改善≫
　次に、薬剤分包装置１０において、分包動作が停止した場合に想定される印刷隙間の改
善について説明する。薬剤分包装置１０では、分包紙Ｓを搬送しつつ、印刷から薬剤の供
給、さらに分包袋Ｐへの形成までの一連の動作が行われる。この一連の動作の中で、包装
部３０においては二つ折りにされた分包紙Ｓがヒータローラ３２によりシールされ、分包
袋Ｐへと形成される。
【０２４４】
　ここで、薬剤分包装置１０では、上述した分包紙Ｓへの印刷から分包袋Ｐの形成までの
一連の動作中に、薬剤を手撒きする場合の作業待ちや薬剤の欠品等により、分包動作を一
旦停止させる必要が生じる場合がある。薬剤分包装置１０は、分包動作が停止すると、分
包紙Ｓの印刷動作及び搬送動作も停止するよう制御される。
【０２４５】
　分包紙Ｓの分包動作及び印刷動作が停止すると、ヒータローラ３２の熱の影響により、
ヒータローラ３２と接触している位置において分包紙Ｓが少しずつ縮む。そうすると、印
刷部６０に隣接して位置している分包紙Ｓが包装部３０の方向に引っ張られる。分包紙Ｓ
が包装部３０の方向に引っ張られたまま所定の時間が経過した後印刷動作が再開されると
、印刷領域のうち印刷停止直前に印刷された部分と印刷が再開された部分との間に、分包
紙Ｓの縮みに起因して印刷の隙間、すなわち印刷領域中に印刷がされていない一定幅の隙
間（印刷隙間）が生じる（図３１参照）。
【０２４６】
　分包紙Ｓへの印刷対象としては、二次元バーコード等の光学的識別情報が選択されるこ
とが想定される。光学識別情報が分包紙Ｓに印刷される場合、上述した分包紙Ｓの縮みに
起因する印刷の隙間は、バーコードリーダーなどの読取装置により読み取り可能な程度に
抑制されることが好ましい。かかる課題を解決すべく、薬剤分包装置１０は、分包紙Ｓの
縮みに起因する印刷の隙間が光学識別情報の読み取りに支障が生じない、読み取りに耐え
うる程度のものとするための印刷制御を実行可能なものとすることが望ましい。
【０２４７】
　上記した課題を解決すべく、分包動作の停止から再開されるまでの間合いに、所定のタ
イミングで分包袋の全長に対して微小な長さ分だけ分包紙Ｓへの印刷（間合印刷）を実行
するようにしても良い。これにより、二次元バーコードを印刷中に分包動作が停止して二
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次元バーコードに印刷隙間が生じた場合においても、読み取りに耐えうる二次元バーコー
ドとして印刷できる。以下、薬剤分包装置１０の間合印刷の流れについて具体的に説明す
る。
【０２４８】
　薬剤分包装置１０は、図３０のタイミングチャートに示すとおり、分包動作停止から再
開までの期間内において所定のタイミングで２回の間合印刷が実行される。薬剤分包装置
１０は、分包動作が一旦停止した場合、印刷動作も一旦停止させ、分包動作停止から時間
Ｅ１経過のタイミングで第１の間合印刷が開始される。
【０２４９】
　間合印刷においては、分包紙Ｓに対する距離Ｖ（所定距離）の印刷が実行される。第１
の間合印刷実行完了から所定時間Ｅ２経過のタイミングにおいて分包動作が再開されてい
ない場合（分包停止状態）には、第２の間合印刷が実行される。さらに第２の間合印刷実
行完了から時間Ｅ３経過のタイミングにおいて分包停止状態である場合には、間合印刷が
行われた分包紙Ｓにより形成される分包袋Ｐを薬剤の供給が行われない空包として形成す
る。
【０２５０】
　なお、上述した時間Ｅ１，Ｅ２は適宜設定することが可能であるが、図３１に示すよう
に二次元バーコード等の光学的識別情報を印刷する場合には、光学的識別情報の読取精度
を考慮して設定することが可能である。具体的には、図３１（ａ）に示す印刷隙間２４０
ａのように幅ｘ以上の隙間が形成されると光学的識別情報の読取ができなくなる場合には
、この幅ｘ分の印刷隙間が形成されるのに要すると想定される時間を指標として時間Ｅ１
，Ｅ２を設定することが可能である。本実施形態では、時間Ｅ１は１分と設定されている
。また、時間Ｅ１の経過後、間合印刷に伴って分包袋を形成することによりヒータローラ
３２の熱が奪われる等の理由により、分包動作停止、最初の間合印刷がなされるまでの時
間Ｅ１における分包紙の収縮量よりも、次の間合印刷がなされるまでの時間Ｅ２、あるい
は時間Ｅ３における分包紙の収縮量の方が少なくなるものと想定される。このような現象
が想定される場合には、時間Ｅ１に比べて、時間Ｅ２や時間Ｅ３を長く設定することも可
能である。かかる知見に基づき、本実施形態では、時間Ｅ２及び時間Ｅ３は１０分と設定
されている。なお、時間Ｅ１～Ｅ３については、上述したような現象や、他の現象などを
考慮に入れ、適宜設定可能である。また、間合印刷を行う幅（距離Ｖ）についても、適宜
設定可能である。本実施形態では、距離Ｖは３～４ｍｍとして設定されている。
【０２５１】
　間合印刷について、以下図面を参照しつつ詳細に説明する。図２９は、間合印刷の実行
手順を示すフローチャートである。以下、フローチャートに沿って間合印刷について説明
する。
【０２５２】
（ステップ３－１）
　先ず、ステップ３－１においては、分包動作が停止中であるか否かの判断がなされる。
分包動作が停止中であると判断されると、制御フローはステップ３－２に進められる。一
方、分包動作が停止中ではないと判断された場合には、一連の制御フローが完了する。
【０２５３】
（ステップ３－２）
　ステップ３－２においては、分包停止後、所定のタイミングに達したか否かが確認され
る。具体的には、ステップ３－２においては、分包動作停止から時間Ｅ１が経過したか否
かの判断がなされる。分包動作が一旦停止してから時間Ｅ１が経過したと判断された場合
には、制御フローはステップ３－３に進められる。一方、時間Ｅ１経過前に分包動作が開
始された場合、制御フローはステップ３－８へと進められる。
【０２５４】
（ステップ３－３）
　ステップ３－３においては、分包紙Ｓに対して第１の間合印刷が実行される。間合印刷
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においては、分包紙Ｓの距離Ｖが搬送されつつ印刷が行われる。第１の間合印刷が完了す
ると、制御フローはステップ３－４に進められる。
【０２５５】
（ステップ３－４）
　ステップ３－４においては、分包動作が停止したままの状態（分包停止状態）で時間Ｅ
２が経過したか否かの判断がなされる。分包停止状態のまま、第１の間合印刷完了から時
間Ｅ２が経過したと判断された場合には、制御フローはステップ３－５に進められる。一
方、第１の間合印刷完了から時間Ｅ２が経過するまでに分包動作が再開された場合には、
制御フローはステップ３－８へと進められる。
【０２５６】
（ステップ３－５）
　ステップ３－５においては、第２の間合印刷が実行される。分包紙Ｓに対して第二間合
印刷が完了すると、制御フローはステップ３－６に進められる。
【０２５７】
（ステップ３－６）
　ステップ３－６においては、分包停止状態で時間Ｅ３が経過したか否かの判断がなされ
る。分包停止状態のまま、第２の間合印刷完了から時間Ｅ３が経過したと判断された場合
には、制御フローはステップ３－７に進められる。一方、第２の間合印刷完了から時間Ｅ
２が経過するタイミングまでに分包動作が再開された場合には、制御フローはステップ３
－８に進められる。
【０２５８】
（ステップ３－７）
　ステップ３－７においては、ステップ３－１～ステップ３－６に亘る手順において第１
及び第２の間合印刷が実行された分包紙Ｓが、空包として形成され、一連の制御フローが
完了する。
【０２５９】
（ステップ３－８）
　ステップ３－８においては、間合印刷が解除される。間合印刷が解除されると、制御フ
ローはステップ３－９に進められる。
【０２６０】
（ステップ３－９）
　ステップ３－９においては、分包動作の停止状態が解除されて、通常の印刷動作が開始
される。すなわち、第２間合印刷が完了した時点の印刷対象の印刷を再開する。これによ
り、一連の制御フローが完了する。
【０２６１】
　続いて、間合印刷の有無によって生じる印刷隙間の幅について図面を参照しつつ説明す
る。図３１（ａ），（ｂ）は、分包紙Ｓに対して二次元バーコードを印刷した場合におい
て、間合印刷の実行有無によって生じる印刷隙間の幅を比較したイメージ図である。
【０２６２】
　図３１（ａ）に示す印刷隙間２４０ａは、間合印刷を実行せず、分包動作停止から１０
分経過後に分包動作及び印刷が開始された場合に形成されたものである。
【０２６３】
　図３１（ｂ）に示す印刷隙間２４０ｂ，２４０ｃは、間合印刷が実行された場合に形成
されたものである。印刷隙間２４０ｂ，２４０ｃは、時間Ｅ１を１分に、距離Ｖを３～４
ｍｍに、時間Ｅ２及び時間Ｅ３を１０分として間合印刷が実行され形成されている。印刷
隙間２４０ｂ，２４０ｃの幅ｘ１，ｘ２は、上述した印刷隙間２４０ａの幅ｘよりも小さ
い（ｘ１，ｘ２＜ｘ）。
【０２６４】
　印刷隙間２４０ａが形成された二次元バーコードは、幅ｘが大きく、所定の光学的読取
機器により読み取りを行うことができない。一方、印刷隙間２４０ｂ，２４０ｃのように
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、比較的細い隙間２～３本が形成されている二次元バーコードであれば、バーコードの読
み取りを行うことができる。すなわち、間合印刷は、印刷隙間２４０ｂ，２４０ｃの幅ｘ
１，ｘ２がバーコードリーダーの読み取り精度を基準として設定される所定の隙間の大き
さよりも小さくなるようにタイミング調整して実施される。
【０２６５】
　上述の間合印刷実行により、分包動作が停止した場合でも、図３１に示すように印刷隙
間２４０を最大３本の細い隙間に分けて印刷をすることができる。これにより、印刷対象
に二次元バーコード等光学的識別情報が含まれる場合であっても、読み取り可能な画像と
して印刷を行い得る。
【０２６６】
　また、間合印刷完了から所定のタイミングまでに分包動作が再開されない場合、上述の
ように空包形成が行われる。これにより、必要以上に間合印刷の実行が繰り返されること
を回避しつつ、分包動作の開始を待機し、読み取り可能な二次元バーコードを印刷するこ
とができる。
【０２６７】
　上述した間合印刷は、本実施形態においては、最大３本の印刷隙間２４０とするよう、
所定期間内に最大２回の間合印刷が実行されることとしたが、本発明に係る薬剤分包装置
１０はこれに限定されない。
【０２６８】
　すなわち、間合印刷は、１回のみ実行されることとしてもよいし、あるいは３回以上実
行されるよう設定してもよい。また、上述の実施例において、時間Ｅ１を１分間、時間Ｅ
２及び時間Ｅ３を１０分とした例を示したが、時間Ｅ１、時間Ｅ２及び時間Ｅ３はこれに
限定されない。すなわち、時間Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３は、分包紙の搬送速度やヒーターロータ
３２の温度、あるいは分包紙Ｓの性質等に応じて設定する等、種々選択可能である。さら
に、距離Ｖについても任意で設定可能である。本実施形態における薬剤分包装置１０は、
間合印刷及び空包形成のいずれも実行可能である例を示したが、間合印刷のみを実行可能
としてもよいし、またいずれも設定しないものとしてもよい。
【０２６９】
　以上、本発明の代表的な実施形態について説明したが、特許請求の範囲に記載された本
発明の技術的思想の範囲内で種々の設計変更が可能であり、それらは全て本発明に含まれ
るものである。
【産業上の利用可能性】
【０２７０】
　本発明は、薬剤を分包して払い出す薬剤分包装置全般において好適に利用できる。
【符号の説明】
【０２７１】
　　１０　　薬剤分包装置
　　２０　　薬剤供給部
　　３０　　包装部
　　３２　　ヒータローラ
　　３３　　駆動モータ
　　４０　　分包紙搬送部
　　４２　　ロールセット部
　　４３　　モータ（制動部）
　　４６　　第一搬送方向切替部
　　４８　　第二搬送方向切替部
　　５０　　搬送ローラ
　　５２　　中間部
　　５４　　両端部
　　５６　　付勢部
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　　６０　　印刷部
　　６２　　インク射出部
　　６４　　ノズル
　　６６　　ラインノズル列
　　８０　　処方情報入力部
　　８２　　色覚情報入力部
　　８４　　印刷制御部
　　８６　　薬剤画像データベース
　　８７　　実画像データベース
　　８８　　イメージ画像データベース
　２５０　　薬包分割識別ライン（薬包分割識別情報）
　３２４　　薬剤区分識別情報
　３２６　　印刷領域
　３２８ａ　第一印刷区間
　３２８ｂ　第二印刷区間
　３２８ｃ　第三印刷区間
　３２８ｄ　第四印刷区間
　５１０　　イメージ画像
　５２２　　外観色（外観色情報）
　５３０　　合成画像
　　　Ｓ　　分包紙
　　　Ｔ　　搬送経路
　　　Ｔ１　交差方向搬送部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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